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はじめに
　釣りの世界では，「鮒に始まり，鮒に終わる」との言葉があると聞きます．作物の品種改良では，

「遺伝資源に始まり，遺伝資源に終わる」という言葉があります．この言葉の深さは，品種改良
を通して，ムギ類やイネの遺伝資源に携わって，リタイアする頃になってようやく解かってきま
した．
　遺伝資源の探索・収集・特性評価と保存は，地味で品種改良の縁の下の仕事であり，若手にとっ
て逃げたい領域の仕事でもあります．農林省に入省後，小麦育種研究室に配属され，コムギの品
種改良の仕事に携わりました．今から 40 年前のことです．
　品種改良の仕事を覚える傍ら，室長らが探索・収集してきたばかりのパキスタン・ネパールの
収集品の特性評価を指示され，調査を担当しました．長稈・晩熟品種が多く，どの品種をみても
魅力に乏しく，調査に対する意欲がわかなかったことを記憶しています．また，収集品の多くに
は 3 ～４つタイプの異なる品種が混じっており，形態的な違いから分別して枝番号を付すとい
う力仕事的な苦労が続きました．　
　これらの一連の評価・保存の意義が少し分かりだしたのは，早熟性・多収性やうどんこ病抵抗
性の育種研究を課題として続ける中で素材の重要性を認識してからです．５年くらい経ってから
でしょうか．入省したての新人に対する室長の思いが分かり出したのはその頃です．研究素材を
求めて，国際機関や大学などに種子分譲の依頼もしました．ニュースレターを通して，海外の研
究者仲間もできました．それから私にとって，ムギ類遺伝資源とのかかわりは，一生続くことに
なりました．
　本資料は，私が経験したことを後輩に少しでも書き残しておきたいとの考えから，資料整理と
執筆を行いました．遺伝資源を取り巻く世界の情勢はその後，大きく変化していますが，後輩諸
氏の遺伝資源探索・収集と保存活動の参考になれば幸いです．
   １つ逸話があります．植物遺伝資源収集・保存の先駆け機関，バビロフ植物生産研究所 (VIR) は，
独ソ戦争の中，ドイツ軍の侵攻でレニングラード 900 日包囲網の中にありました (1941 年 9 月 - 
1944 年１月 )．この間，職員は厳しい飢餓の中でバビロフの信念に想いを馳せ，保存中の種子を
守ったと聞きました．そのことに VIR の職員は今も誇りに思っています．遺伝資源に携わる職
員の矜持を聞いた思いがしました．
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1．ムギ類の起源地と栽培種の伝播

1）コムギ (Triticum aestivum L.)
   普通系コムギ (AABBDD ゲノム，6 倍体，42 本の染色体 ) は，約 1 万数千年前に今のイラク
あたりのチグリス川，ユーフラテス川に挟まれた肥沃な三日月地帯に起源をもっています ( 図
1-1)．
　この起源地では，狩猟の移動型からコムギの栽培が始
まり，牧畜が進んで，定住型の農耕が始まりました．栽
培種は，人間が収穫するまで小穂が脱落しない性質を獲
得しています．
　ここではエンマーコムギ (T.dicoccum) は重要な作物
でした . 紀元前 5,000 年ころには，灌漑農耕が発明され
て，都市が形成されました．紀元前 3,500 年ころになる
と，世界最古のメソポタミア文明が誕生しました ( 中尾
1966; 田中 1975; 木原 1976; バビロフ 1980; 星川 1987; 坂
本 1988)．
　コムギは，起源地から東は，中央アジア・シルクロー
ドへ，西はヨーロッパ・地中海，北アフリカへ伝播しました ( 図 1-2, Feldman 2001)．日本には今
から 2,300 年前ころ ( 弥生時代前期 ) に伝播したとされています．

2）オオムギ (Hordeum vulgare L.)

　オオムギの原種とされる野生二条種 H.spontaneum C. Koch は，アフガニスタンから西アジアに
野生しています．BC7,000 年ころにイラクからトルコ地域で栽培が始まり，栽培二条種が成立し
ました．その突然変異によって六条種ができたという説と六条種は独立に生まれたという説があ
ります．六条種の発祥地は，中近東説や揚子江流域説があり，明確ではありません ( 星川 1987;

小西 1986; 武田 2010）．
　コムギ・キビ類とともに民族移動により新石器時代にヨーロッパへ，エジプトへは BC5,000

図 1-1. コムギ起源地の肥沃な三日月
           地帯  ( 下図枠部分 )

図 1-2. コムギの伝播経路　　東へ， 西へ ( 数字は今から○○年前ころ )
Feldman, 2001 より作図
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年以前に伝わっていました．コムギより有史以前の主食の１つでした．日本へは３～４世紀に朝
鮮からの移民によりもたらされました．

3）ライムギ (Secale cereale L.)

　ライムギの野生種 S. cereale L.var. spontanuem Zhuk. は，小アジアからイラン・アフガニスタン
に自生しています．コムギ・オオムギの栽培発祥地であるこれらの地域で随伴雑草として，ライ
ムギの祖先種は生えていました．
　劣悪な環境条件に耐性が強く，栽培化されてきました．BC3,000 年～ 2,500 年にトランスコー
カサス地域とトルキスタン・アフガニスタン地域で栽培が始まりました．ヨーロッパには，北の
陸路経由で伝播しました．日本へは明治初期にヨーロッパから導入され，北海道ほかでごくわず
かに栽培されました ( 星川 1987; 辻本 2010)．

4）エンバク (Avena sativa L.)

　エンバクは，イネ科の越年草，野生のカラスムギ (A.fatua L.) から作物化されました．エンバ
クの原産地は中央アジアのアルメニア地方とされています．エンマコムギやオオムギの畑の随伴
雑草として生えていて，ムギ類の伝播に伴って広がりました．
　ライムギと同じように不良気候や土壌に強い特性があり，不作に備えての救荒作物となりまし
た．ヨーロッパへは，黒海の北を経て，ドイツのライン地方へ入った経路と小アジア経由が考え
られています．コムギ・オオムギよりもヨーロッパへの伝播の時期は新しく BC2,200 ～ 1,300 年
らしいとされています．日本へは明治期にヨーロッパから導入され，北海道などで栽培されまし
た ( 星川 1987; 森川 2010)． 

2．植物資源の収集・保存の歴史的背景
　アジアとヨーロッパの東西交易を結ぶ ” 陸の路 ” シルク・ロード ( 全長 7,500 km) は，絹と香
料の交易ルートとともに植物資源伝播の路でもありました．
　15 世紀から 17 世紀半ばの大航海時代，ポルトガル・スペイン，その後，イギリス・フランス・
オランダの列強は，新航路開拓 ( 海の路 )，布教活動，海外領土と資源の獲得をめざして海洋に
出ました．バルトロメウ・ディアスは喜望峰を発見，その後，ヴァスコ・ダ・ガマ，コロンブス
やマゼランなどが続きました．
　これらの国々は植民地化した所でプランテーションを経営し，その農産物 ( 香辛料など ) の交
易によって大きな富を得ました．1570 年ころ，スペイン人によってヨーロッパにもたらされた
南米ペルー原産のジャガイモは，領主に納めなければならないコムギと違い，貧農の重要な食料
となりました．
　18 ～ 19 世紀，イギリスは，世界中にプラントハンター ( 植物収集家 ) を派遣し，資源植物 ( 人
間生活に必要な植物 ) を採集して母国に持ち帰らせました．様々な植物はロンドンのキュー植物
園 (Royal Botanic Gardens, Kew，1759 年設立，2003 年ユネスコ世界遺産に登録 ) で栽培され，品
種改良が行われました ( 増田 2008; 酒井 2011)．
　その特性情報を利用して，紅茶，ゴムの木，コーヒー，綿花，タバコ，サトウキビなどが海外
のプランテーションで栽培され，イギリスに富をもたらしました．700 万種以上の植物が収集さ
れ，地球上の 1/10 以上の花がここに咲いているといいます． 
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3．生物遺伝資源の収集・保存の国際ルール
　45 年ほど前に「一粒の種子が世界を制する」という NHK の特別番組がありました．それから

半世紀，地球規模の生物遺伝資源の保全をめぐって世界の関係国は熱い議論を続けてきました (

第 3-1 表 )．

　1947 年，FAO 植物・動物育種材料小員会が開催され，1974 年には「国際植物遺伝資源委員会

(IBPGR)」が設立されました．

　1982 年放映された NHK 特集「種子戦争」は，食糧戦略の中での遺伝資源の重要性を一般の人々

にも喚起する所となりました．1984 年 ( 昭和 59)， 6 月 26 日には， 科学技術庁資源調査会から「遺

伝資源としての生物の確保方策について」の諮問に対する答申が出されています．ここでは，遺

伝資源確保の国家的措置の重要性とその保存・利用のためのシステム化が謳われています．

　1983 年 11 月の FAO 第 22 回総会では「遺伝資源に関する国際的申し合わせ」(IU, International 

Undertaking) が成立し，その実施のために「FAO 植物遺伝資源委員会」の設立が議決されました．

　先進国は種子を蓄えて食糧ビジネスに力を入れ，知的所有権で利権を獲得しようとしています．

一方，発展途上国は種子 ( 生物遺伝資源 ) 原産国の権利を主張して，新たな南北問題に発展しま

した．

　人類は環境保全と食糧確保のためにどう協調を図るのか，人口増と自然環境の悪化が進行して

います．自然生態系の中で変異してきた悠久の大地の宝をどう活かすか，問われています．

　1992 年には，リオデジャネイロで開かれた地球サミットにおいて地球環境の劣化対策として

「生物多様性条約 (CBD, Convention on Biological Diversity)」が議決され，日本も署名しています．

その翌年には，条約が発効し，原産国の主権的権利を認め，事前同意と相互合意に基づき遺伝資

源へのアクセスが可能となり，その利用による利益は遺伝資源提供者に配分することとされまし

た．

　一方，CBD の発効によって食料・農業植物遺伝資源 (PGRFA) についても原産国の主権的権利
が確認され，その結果 PGRFA を人類共通の財産と見なしてきた FAO の IU も見直しを迫られた

写真 2-1  キュー植物園 ( ロンドン郊外 )，図 2-1 園内ガイドマップ
写真のパームハウスはゴムやパンの木などの熱帯植物を保存
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ため，1994 年から FAO の PGRFA の場で IU の改訂交渉が開始されました．以後，締約国会議が
続けられています．
   2010 年には，第 10 回会議 (COP10) は名古屋で開催され，遺伝資源へのアクセスと利益配分に
関する「名古屋議定書」が採択されました．また，2011 年以降，2020 年目標となる「愛知目標」
が策定されました．2010 年 8 月現在，生物多様性条約締約国数は日本を含め，193 ヵ国です．
　2001 年 11 月の FAO 総会で「食料・農業植物遺伝資源条約 (ITPGR)」が採択され，2004 年発
効しました．2006 年には，対象となる食用作物遺伝資源 ( コムギ，オオムギ，ライムギ等 35 種
類 ) へのアクセスは，多国間共通ルールに基づき，定型の素材移転契約 (SMTA, Standard Material 
Transfer agreement) を用いて行われることになりました．
　こうした国際情勢の変化に伴い，品種改良に遺伝資源が利用され，金銭的利益を得た場合には，
FAO の信託基金を通じて途上国・移行経済圏の PGRFA の利用促進のために配分されます．利益
配分とは別に，IU においては，遺伝資源は制限なく利用できる，あるいは無償で入手できると
の考え方を残しています． 

生物多様性条約に掲げる CBD に関する目的は，次の３つに要約されます．
①生物の多様性の保全
②その構成要素の持続可能な利用
③遺伝資源の利用から生ずる利益の公正かつ衡平 ( バランスが良いこと ) 配分

第3-1表　生物多様性条約(CBD)を巡る経緯

年 生物多様性条約(CBD) 食糧農業植物遺伝資源条約(ITPGR) 備考

1947 「FAO植物・動物育種材料小委員会」の開催

1974 「FAO国際植物遺伝資源理事会(IBPGR)」の設立

1983
「植物遺伝資源に関する国際的申し合わせ」(FAO第22回
総会)

「FAO植物遺伝資源委員会」設立(FAO第22回総会)

1985 農水省ジーンバンク事業開始

1987
国連環境計画(UNEP)が生物多様性の保全に関する専門家会
合の設置を決定

1988 第１回準備会合ナイロビ、第１回専門家会合 　

1989
「FAO申し合わせ」は育成者権(UPOV条約)を侵害しないと
議決、同時に「農民の権利の概念を承認

1990
第２回、３回準備会合ジュネーブ(２月、７月)
第１回条約交渉会議ナイロビ11月(生物の多様性に関する討
議資料)

1991

第２回条約交渉会議ナイロビ２月(生物多様性条約原案)
第３回条約交渉会議マドリード６月(第１次修正案)
第４回条約交渉会議ナイロビ９月(第２次修正案)
第５回条約交渉会議ジュネーブ11月(第３次修正案)

「国際植物遺伝資源理事会(IBPGR)を「国際植物遺伝資
源研究所（IPGRI）と改組

1992
第６回条約交渉会議ナイロビ２月(第４次修正案)
第７回条約交渉会議ナイロビ５月(第５次修正案)
生物多様性条約の採択リオデジャネイロ６月、日本署名

1993 日本「生物多様性条約(CBD)」に締結(５月)、発効(12月)

1994 第１回締約国会議(COP1)開催バハマ IPGRIが調整機関となり国際遺伝資源計画(SGRP)が開始

1995
「FAO植物遺伝資源委員会」を「食料・農業遺伝資源委員
会」に改組

第１次生物多様性国家戦略の
策定(１０月)

1996
第３回締約国会議(COP3)開催アルゼンチン、以後２年おきに
開催

2000 バイオセイフティに関するカルタヘナ議定書の採択

2001
「食料農業植物遺伝資源条約(ITPGR)」の採択
（FAO2001.11.3)

2002
第６回締約国会議(COP6)開催オランダ、ボンガイドライン
の採択(遺伝資源利用の利益配分に関する国際的ガイド
ライン、但し、法的拘束力なし)

第２次生物多様性国家戦略の
策定(３月)

2003 バイオセーフティに関するカルタヘナ議定書発効

2004 第７回締約国会議(COP7)開催マレーシア
「食料農業植物遺伝資源条約」の発効（2004 .6 .29 )、
日本は批准していない。米国・中国・ロシアなどの大国も
未加盟

2006 第８回締約国会議(COP8)開催ブラジル
第１回締約国会議の開催(標準材料移転契約(SMTA)の
採択)、IPGRIをBioversity  Internationalに改組

　

2007
第２回締約国会議の開催、この後、２年間隔で開催 第3次生物多様性国家戦略の

策定(11月)、農林水産省生物
多様性国家戦略の策定

2008 第９回締約国会議(COP9)開催ドイツ

2010
第10回締約国会議(COP10)開催名古屋(「愛知目標」
「名古屋議定書」の採択)　遺伝子組み換え生物に関する
「名古屋・クアラルンプール補足議定書」の採択

2012 第11回締約国会議(COP11)開催インド
「生物多様性国家戦略2012-
2020」が閣議決定

(堂本暁子1995・白田和人2009・森岡一2009・香坂玲2012より引用作表)
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中国農業科学院種子保存庫

写真 3-1 遺伝資源保存機関の例

バビロフ植物生産研究所
(VIR, サンクトペテルブルグ )

農業生物資源研究所の種子貯蔵庫
(-1℃ , 30 % の湿度条件下で保存 .
目的の種子は貯蔵庫外からの指示
で自動的に棚から取り出せる )

Kuban 試験場
（VIR 本部と重複保存 )

1）遺伝資源保存の必要性
　動植物は，自然環境の中で生存するため環境に適応して変異を重ね，進化してきました．この
長い生命の歴史の進化過程で蓄積された生物資源を保全・保護することは重要なことです．人々
のとどまることのない欲求による地球環境の変化で，種や個体群の絶滅は今も続いています．
遺伝資源の保存には，生態系を壊さないことが重要ですが，人間の営みや生物種間の競争・淘汰
で変化していくことは避けられません． 

　食糧生産を上げるための品種改良もその１つで，均一化した品種が普及するとそれぞれの地域
にあった在来種は淘汰されて，遺伝変異の幅は小さくなってしまいます．予測しがたい気候変化
や病害虫の発生に対して，改良品種は無防備となってしまう危険を孕んでいます．品種改良の行
為はいわば両刃の剣です．

2) 世界のムギ類遺伝資源保存機関　

　貴重な遺伝資源は，生息域内保存 (in situ 保存 ) が望ましいのですが，消失を防ぐために人為
的に管理された施設で保存する生息域外保存 (ex situ 保存 ) を重複保存する努力が続けられてい
ます．
　20 世紀初頭から栽培植物の起源論を先導したロシアのバビロフ植物生産研究所 (VIR, サンク
トぺテルブルグ ) は，その代表と言えます．ここには総数 33 万種が保存されています．また，
VIR 傘下の Kuban 試験場には遺伝資源が重複保存されています．この他，アメリカ合衆国農務
省 (USDA, ワシントン D.C.) や中国農業科学院作物研究所 ( 北京 ) などが多数のコレクションを
もっています ( 写真 3-1)．
　2008 年には，ノルウエー領スヴァールバル群島内に「国際種子保管庫」が完成しました．こ
の保管庫は地下の永久凍土層に設置され，-18℃～ -20℃の極低温で保存することができます．
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 4．日本のムギ類遺伝資源の導入・保存の歴史

　日本のムギ類遺伝資源の海外からの導入は，政府が勧業の一策として諸外国から穀類種子を輸
入，試作した明治以降に始まります．1872 年 ( 明治 5 年 ) 札幌官園で欧米から輸入したビール
大麦品種の比較栽培試験が行われています．明治 26 年 (1893) 東京西ヶ原に農事試験場が設置
され，品種比較試験が始まりました．「麦類品種一覧」( 大小麦 3,039 品種の特性 ) の来歴記述
をみるとその前後から海外品種の導入が始まっています．日清・日露戦争後の統治領からの導入
が行われました．
　大正から昭和期にかけて，品種比較や純系分離育種から交雑育種法に移行しています．大正
15 年 (1926) から農事試験場鴻巣試験地が交雑育種の交配から F2 世代の養成を行い，その後の世
代を地方試験地が担当しました．このため，国内外からの遺伝資源の導入・保存が積極的に行わ
れています．昭和期には，満州や朝鮮半島の統治領からの取り寄せ・導入も行われました．
　第二次世界大戦後になって，昭和 25 年 (1950) 国立農業試験場の整備統合が行われ，農事試験
場鴻巣試験地の作物部所属の大部分は関東東山農業試験場となりました．昭和 28 年 (1953)，関
東東山農業試験場 ( 鴻巣 ) に麦育種材料研究室が発足し，麦育種材料の組織的な導入保存・特性
調査・配布が開始されました．昭和 36 年 (1961)12 月に関東東山農業試験場は廃止され，新農事
試験場として発足し，その業務は引き継がれました．
　昭和 56 年 (1986)12 月 1 日の筑波移転に伴い，農業研究センターと改称され，麦導入保存研究
室が発足しました．その後，組織改編により平成 3 年 10 月 (1991) 麦導入保存研究室は廃止され，
その業務は麦関係研究室に引き継がれました．
　その間，1985 年に開始した農業生物資源研究所 ( 生物研 ) のジーンバンク事業に連携発展して
きました．生物研のジーンバンクには，現在，国内外のムギ類遺伝資源は約 6 万点が保存されて
います．
　なお，「麦類品種一覧」(1959) 以降，鴻巣で実施された 21 年間の特性調査は農業研究センター
研究資料として 1993 ～ 1994 年に刊行しました．その後は，ジーンバンクのデータベースとして
保存され，その特性はアクセスが可能です．
　農業生物資源ジーンバンクは，生物研のセンターバンクとサブバンクの連携・協力の下に，運
営されています ( 図 4-1)．
　センターバンクとサブバンクの間の連絡調整には，専門場所の専門家が専門分野の代表として
キュレーターに選任され，長期事業計画，探索・収集の立案と実施の責任を負っています． 

　海外からの遺伝資源の導入元は，大きく分けて，西南アジア，地中海地域，中央アジア，東アジア，
欧米に区分できますが，導入国の保存点数には偏りがあります．メキシコ (CIMMYT)，アメリカ，
カナダ，オーストラリア，中国，旧ソ連，ネパール，パキスタン，トルコ等の保存点数は比較的
多くあります．これらは，国際機関からの導入や探索収集に基づくものが多く含まれます．1996

年には，バビロフ植物生産研究所 (VIR) が保存しているコムギ・オオムギの再増殖により，増殖
した種子の分譲を受ける協約に成功しています．
　導入・収集ルートは，国際機関・国外遺伝資源機関のネットワークからの導入や国内外の探索
収集・大学・道県農試・民間組織からの分譲によります．



- 299 -

5．ムギ類遺伝資源の探索・収集歴

　第二次世界大戦中，高橋隆平 ( 大原農業研究所，現岡山大学資源植物科学研究所 ) は，満州や
中国で転戦する途次，オオムギ遺伝資源の蒐集を行い，研究所に種子を送っています．その際，
中国で蒐集された「木石港１」は，大麦縞萎縮病抵抗性給源として，45 年後，日本のビールム
ギ産地を救う品種育成につながりました．
　第二次世界大戦後，京都大学の木原均とその門下生ら，大阪府立大学の中尾佐助らによって，
ムギ類の探索収集が行われています ( 表 5-1)．
　農林水産省では，1974 年 ( 昭和 49 年 ) に当時の農林省として初めて海外遺伝資源探索がコム
ギの早生遺伝資源を求めて，ネパール・パキスタンで実施されました．その後，ジーンバンク事
業では，1983 年にトルコ・エジプト両国で，1985 年にイタリア及びハンガリー・ユーゴスラビ
ア東欧２か国で，1987 年からは北アフリカのモロッコ・シリア・アラブ共和国で，1989 年 ( 平
成元年 ) に，アルジェリアで隔年毎に実施されました．

図4-1 日本のジーンバンク事業の組織体制と実施推進体制

ジーンバンク事業の体制(植物部門) ジーンバンク事業の実施推進体制  

センターバンク 　

   　　農業生物資源研究所(NIAS)   

            (ジーンバンク管理責任者) 　評価委員会(外部有識者で構成)

　連絡協議会

(ジーンバンク事業の実施計画の検討)

サブバンク   

  　　 農業・食品産業技術総合研究機構（NARO)   
       　　中央農業研究センター

　　　　　作物研究所 　　　　　　　　　　　ムギ類キュレーター＊

　　　　　畜産草地研究所

　　　　　果樹研究所

　　　　　野菜茶業研究所  

　　　　　花き研究所

　　　　　北海道農業研究センター 　　　　サブバンク管理責任者 　

　　　　　東北農業研究センター

　　　　　近畿中国四国農業研究センター

　　　　　九州沖縄農業研究センター

       国際農林水産業研究センター 海外遺伝資源保存研究機関

       種苗管理センター センターバンクによる国内外探索・収集 　

       家畜改良センター 大学による探索・収集 　

   　　種苗管理センター 県農業試験場等による導入・収集

   　　家畜改良センター 民間組織 　

　＊ムギ類遺伝資源に関係した組織を念頭に整理
 

第5-1表　麦類遺伝資源の海外探索収集歴

実施年 国・地域 実施機関
1955 年 カラコルム・ヒンズークシュ 京大
1959 東部地中海地域(エジプト・ヨルダン・シリア・レバノン・トルコ・ギリシャ・イタリア) 京大
1960 ブータン 大阪府大
1966 ソ連トランスコーカサス地方 京大
1970 メソポタミア北部高地(イラク・トルコ・イラン) 京大
1974 ネパール・パキスタン 農水省
1983 トルコ・エジプト 農水省
1984 ネパール IBPGR(農水省)
1985 ネパール IBPGR(農水省)
1985 イタリア・ハンガリー・ユーゴスラビア 農水省
1987 モロッコ・シリア・アラブ共和国 農水省
1987 パキスタン 京大
1989 パキスタン IBPGR(農水省)
1989 アルジェリア 農水省
1993 中央アジアのトルキスタン(トルクメニスタン・ウズベキスタン・カザフスタンの一部 IBPGR(農水省)
1994 北カフカス(ロシア連邦） IPGRI(農水省)
1994 パキスタン 農水省
1996 パキスタン JICA(農水省)
1998 ギリシャ 農水省

IBPGR(農水省)：国際遺伝資源理事会への我が国の特別拠出による探索、

IPGRI(農水省) ：国際遺伝資源理事会から国際植物遺伝資源研究所へ組織名称変更

JICA(国際協力事業団、現在国際協力機構)の委託による探索
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第5-2表　ジーンバンク事業による麦類遺伝資源の国内探索収集歴

実施年 都道府県 対象種

1992年 鳥取・島根 カモジグサ類

1993 新潟・富山・石川・福井 カモジグサ類・テンキグサ類

1996 北海道 〃

　1991 年には北アフリカのチュニジアで実施予定でしたが政情不安のため，入国１週間前に中
止せざるをえない結果となりました．
　その後，1994 年にパキスタンで，1996 年再びパキスタン (JICA プロジェクトの一環 ) で，
1998 年には，ギリシャで実施されました．
　なお，国際植物遺伝資源委員会 IBPGR(1991 年 IPGRI と改組，2006 年 Bioversity International

に改組 ) 予算では，1984/85 年ネパール，1989 年パキスタン，1992 年中央アジア，1994 年北カ
フカスで実施されました．
　国内探索では，1992/93 年，1996 年にカモジグサ類・テンキグサ類の探索収集が実施されまし
た（表 5-2）．

　京都大学や岡山大学では，コムギ属野生種，オオムギ属野生種の探索・収集，保存が続けられ
てきています．農水省では，1985 年以降，在来種の探索収集とともにムギ類近縁野生種の収集
に着手しました ( 表 5-3, 5-4)．
　また，アルジェリアでの共同探索 (1989) が縁で ICARDA からコムギ属野生種の種子分譲 (1991)

を受けることができました．
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第5-3表　農水省ムギ類遺伝資源の海外探索・収集点数

ｴﾝﾊﾞｸ ﾗｲﾑｷﾞ 収集点数

年 探索収集国 普通系 デュラム その他 近縁 栽培種 バルボッサム 近縁

(T.aest.) (T.dur.) (T.sp) 野生種 (H.vul.) （Ｈ．Ｂｕｌ．） 野生種

ﾈﾊﾟｰﾙ 121 121

ﾊﾟｷｽﾀﾝ 69+254穂別 69+254穂別

ﾄﾙｺ 82 3 4 89
ｴｼﾞﾌﾟﾄ 2 8 10
ｲﾀﾘｱ 2 30 2 3 47 9 93

ﾊﾝｶﾞﾘｰ 26 112 1 139
ﾕｰｺﾞﾞｽﾗﾋﾞｱ 8 1 9

1987 ﾓﾛｯｺ 35 39 1 7 55 7 6 2 152
1989 ｱﾙｼﾞｪﾘｱ 33 47 45 69 2 15 1 212
1993 中央アジア 20 57 23 5 14 4 123
1994 北カフカス 109 2 1 10 1 123
1994 ﾊﾟｷｽﾀﾝ 106 21 2 129 　
1996 ﾊﾟｷｽﾀﾝ 86 12 22 3 123
1996 ﾊﾟｷｽﾀﾝ 74 2 50 2 3 131
1998 ｷﾞﾘｼｬ 84 47 6 8 64 4 4 5 222
　　　　種別　計 740+254穂別 166 11 238 439 67 53 17 14 1,745＋254穂別

探索収集のうち、ムギ類以外の収集植物種はこの表から除外した。

1985

コムギ オオムギ

計

1974

1983

第5-4 探索・収集点数(表5-3)のうち、近縁野生種を多く収集した地域及びICARDAから導入したムギ類近縁野生種の内わけ

節 計
種 ｹﾞﾉﾑ構成 Rus. Dag. Tur. Uzb. Kaz. DZA SYR PRT MAR DZA JOR SYR LBN TUR IRN SUN PAK Unk

Genus Aegi lops  L.

Po lye ides

2 2 4

 Ae. ovata                 UM 22 1 4 1 5 9 12 16 9 2 81

 Ae. triaristata  UM/UMUn 1 2 6 11 2 28

 Ae. columnaris         UM 3 5 2 10

 Ae. biuncialis           UM 18 11 2 17 5 5 1 51

 Ae. peregrina           US 22 6 1 1 30

 Ae. kotschi              US 2 1 3

 Ae. triuncialis          UC 6 9 10 6 4 1 1 4 1 17 5 26 6 98

Cyl indropyrum

 Ae. caudata               C 1 1

 Ae. cylindrica           CD 33 12 3 9 8 11 76

Sitopsis 474

 Ae. speltoides            S 9 4 1 14

 Ae. longissima           Sˈ 1 1

 Ae. searsii                Ss 5 1 6

Vertebrata

 Ae. squarrosa            D 2 18 6 1 1 1 2 31

 Ae. crassa       DM/DDM 4 2 2 1 9

 Ae. ventricosa         DUn 25 1 26

  Ae. juvenalis        DMU 1 1

  Ae. vavilovii          DMS 4 1 5

Genus Tr it icum L.

 T. dicoccoides          AB 33 10 7 1 51

Genus Hordeum L.

 H. murinum 4 15 1 20

 H. bulbosum 2 4 1 2         9   42

 H. spontaneum 1 5 4 1 2 13

Genus Avena L.

 A. spp. 8 2 4 14

Genus Secale

 S. sylvestre 1 1

計 68 55 41 22 17 66 5 10 3 5 78 86 32 79 2 3 6 5 582

  Rus.=ロシア(大半は黒海東岸にて)、Dag.=ダゲスタン自治共和国(カスピ海西岸にて)、Tur.=トルクメニスタン、Uzb.-ウズベキスタン、Kaz.=カザフスタン、

DZA=アルジェリア、SYR=シリア、PRT=ポルトガル、MAR=モロッコ、JOR=ヨルダン、LBN=レバノン、TUR=トルコ、IRN=イラン、SUN=旧ソ連、PAK=パキスタン、

Unk=不明

北カフカス1994 中央アジア1993 ｱﾙｼﾞｪﾘｱ1989 国際乾燥地農業研究センター(ICARDA)から導入1991

 Ae. umbellulata          U
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11

Ae.biuncialis

Aegilops各種の穂形

Ae.caudata

Ae.columnaris

Ae.crassa
Ae.cylindrica

Ae.juvenaris

Ae.kotschi

Ae.longissima

Ae.ovata

Ae.peregrina

Kimber & Feldman, 1987より引用
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12

Ae.searsii Ae. squarrosa

Ae.triaristata(4x) Ae.triaristata (6x)
Ae.triuncialis

Ae.umbellulata

Ae.ventricossa

Kimber & Feldman,1987より引用

Ae.speltoides
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6．海外探索・収集の手順

　海外探索・収集を実施するには，下記のような手順を踏みます．
しかし，遺伝資源を巡る国際情勢の変化に伴って，1994 年以降，作物遺伝資源に関する共同研
究や国際的な遣り取りの手続きが難しくなるとともに，遺伝資源の国外持ち出しや共同探索・収
集を制限する国が増えています．
　このような経緯から，ジーンバンク事業の海外探索・収集は，生物多様性条約 (CBD) の発効後，
減少してきています．ムギ類では，1998 年のギリシャでの遺伝資源探索・収集の派遣が最後と
なっています．
　こうした国際情勢の変化に伴い，CBD の締約国間の遺伝資源にアクセス ( 探索・収集・交換な
ど ) する場合には，アクセス条件を当事国間で事前に同意して，相互に合意する必要があります．
　CBD のルールでは，事前の情報に基づく同意 (PIC, Prior Information Consent) はアクセスす
る者に対する資源提供国政府の同意，相互に合意する条件 (MAT, Mutually Agreed Terms) につ
いては遺伝資源の提供者とアクセスする者との合意となっています．
　ここで紹介する事例は，CBD 発効以前の探索・収集の事例です．
私は 1990 年から 2000 年までムギ類キュレーターとして，2001 年には農業生物資源研究所・
企画調整部でジーンバンク事業の一端に関わりました．
　私自らは，探索・収集に４回参加する機会 ( アルジェリア・中央アジア，北カフカス・パキス
タン ) がありました．その経験をお伝えして，今後のムギ類遺伝資源探索・収集の参考にしてい
ただけたらと思い，資料を整理しました．
1）探索国・地域の選定
2）探索計画と予算化
3）探索相手国との交渉
4）探索実施のための準備

4)-1 探索対象地域の情報収集
4)-2 予防接種
4)-3 装備品
4)-4 連絡先の作成
4)-5 帰国時の収集品の検疫の事前依頼
4)-6 収集記録のサイト野帳
4)-7 収集総括票
4)-8 収集各種の標高分布 

 
1）探索国・地域の選定
　ムギ類遺伝資源の地域優先度は，ムギ類の遺伝資源一次中心である西南アジアとその伝播ルー
トである地中海地域及び中央アジアが高くなっています ( 第 6-1 表 )． 
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第6-1表　わが国麦類遺伝資源の優先度(1986WG, 1987部会より作表)

地域 小麦 大麦 えん麦 ライ麦

西南アジア： A1 A1 A3 C3

　トルコ、シリア、イラク、イスラエル、ヨルダン、レバノン、アラビア半島の諸国

地中海地域： A1 B2 B3 C3

　アルジェリア、モロッコ、チュニジア、リビア、エジプト、ギリシャ、キプロス、

イタリア、マルタ、ポルトガル、スペイン、ユーゴスラビア、アルバニア
(スペイン)

中央アジア： B1 A2

　パキスタン、アフガニスタン、イラン、中央アジアの旧ソビエト共和国

南アジア： B2 B1

　インド、ネパール、バングラディシュ、ミャンマー、ブータン、スリランカ (ネパール)

東アジア： B2 B2 B3 C3

　中国、日本、朝鮮半島、モンゴル (裸種)

欧州： B1 B1 A3 A3

オセアニア： B2

　オーストラリア、ニュージーランド

東南アジア： C2 B3

　インドネシア、マレーシア、フィリピン、シンガポール、タイ、インドシナ諸国

東アフリカ： B2 A2 A3

　ボツワナ、ブランジ、ケニア、レソート、マラウイ、モザンビーク、ルアンダ、

ソマリア、スーダン、スワージランド、タンザニア、ウガンダ、ザンビア、

マダカスカル共和国、東アフリカの諸島

西アフリカ： C2 C2
　アンゴラ、ペニン、カメルーン、中央アフリカ共和国、チャド、コンゴ、ガボン、

ザンビア、ガーナ、ギニア、ギニアピサウ、象牙海岸、リベリア、マリー、トーゴ、

モーリタニア、二ジュール、ナイジェリア、セネガル、シオラレオーネ、スペイン領

サハラ、アッパーボルタ、ザイール

　　地域優先度：A(高)、Ｂ(中)、C(低), 地域内作物別優度：１(高)、２(中)、３(低)

2）探索計画と予算化
　探索を実施するには，まず，その計画立案と予算化が必要となります．実施予算を獲得するに
は，農業生物資源研究所のジーンバンク事業や国際植物遺伝資源委員会予算などに応募して承認
される必要があります．

3）探索相手国との交渉
　次いで，予算が獲得できる見込みが立った場合，探索相手国と探索の可否の交渉に入ります．
その場合，相手国に打診できる人脈を頼ったり，大使館の手助けを借りるなどの手段があります．
第３章の記述のように国際ルールは変化してきていますが，以下は，1998 年のギリシャでの探
索実施に向けた最初の手紙の事例です．今では，E-mail で瞬時に遣り取りできますが，1997 年
以前は手紙，電信文で行いました．
　交渉の遣り取りを積み重ねますので，少なくとも，実施１年前から始めないと間に合いません．



- 306 -

 

3-1-1 Kannondai,  Tsukuba,           
                                                  305-8666 Japan            

                                        July  16, 1997 
Prof .  P.  J. Kaltsikes,  
Department of  Plant  Breeding and Biometry,  
Agricultural  University of  Athens,   
Iera Odas 75,  Athens,  Greece  
 
Dear Sir  
 
   I  am writing to  you with introduction from Dr.  Shoj i  Ohta,  Faculty  of  agriculture, 
Kyoto  Universi ty  (present  address ,  Fukui Prefectural  Universi ty) .  He  had  your  s incere  
help and hospital ity  for him and Prof .  Y.  Furuta during their  1990 exploration in 
Greece.   

Please al low me to  introduce myself .    I  am a wheat and barley germplasm curator
 in National Agriculture Research Center (NARC), MAFF, Japan.  

I  am in the course of  selecting the country of  wheat and barley germplasm in  1998.
I ’d l ike to ask i f  you would help us to get government c learance.    Could you arrange 
for the explorat ion of  wheat and barley  germplasm in your country?      We hope the 
jo int mission of  exploration with your university  and/or  an institute related to  gene 
bank in Greece.  
   Our MAFF started the program o f  p lant  genet ic  resources  in 1985.      S ince  then 
MAAF has carried out exploration of  plant genetic  resources by jo int mission with 
overseas organization.    W e  w o u l d  a p p r e c i a t e  y o u r  p e r m i s s i o n  a n d  c o l l a b o -  
r a t i o n  i f  i t  i s  p o s s i b l e .  

A tentative plan for  Joint Exploration:  
    1 .  Object :  Wheat , Barley and their  relatives.  
    2 .  Date:  about 1 month,  June to  July,  1998.  

  3 .  Area:  Arrangement with your university and/or referred organization.  
    4 .  Members:  Two Japanese researchers,  MAFF.  
    5 .  Expenses:  Japanese side has the public  expenses for  rental  cars,  fuel ,   

 chauffeurs,  including cooks, i f  necessary.  
 We wil l  be  able  to  prepare for their  expenses.  

    We also  have  germplasm for  exchange in our  gene  bank.     We could  exchange our
 information of  evaluation and uti l ization.  

I  apologize  to  send you a FAX or letter  in summer vacation period.  
    I  look forward to receiving your reply.  
                                      Y o u r s  t r u l y  

吉田 久  
                                    H i s a s h i  Y o s h i d a  

4）探索実施のための準備
4)-1 探索対象地域の情報収集
　探索計画と実施にあたっては，事前に外務省発表の最新の危険情報の入手や「地球の歩き方」
などのガイドブックでその国と地域の情報を集めて，分析しておくことが重要です．
　次に，探索対象地域の地形や気象条件の他，論文等で情報を収集することに努めます．その上
で，探索ルートのイメージを衛星画像や地図 ( ミッシェラン発行のものが良い ) を参考にして作っ
ておきます．
　衛星画像は，今では Google で地図を検索することで地勢や俯瞰を把握することができます．



- 307 -

下記の画像 ( 写真 6-1) は，1997 年当時，フランスから購入したもので，当時は 1 枚の画像が 20

万円ほどと高価でした．勿論，国家機密上，入手できないものもあります．
　収穫期の 5 月下旬～ 7 月上旬の適切な時期の画像を入手して，ムギ類の探索域をある程度絞り
込むこともあります．

体験したことからの注意事項
　ムギ類遺伝資源の探索収集地域は，危険な地帯を対象としていることが少なからずあります．
私達が実施した 1990 年代は，1989 年のベルリンの壁崩壊に象徴されるように世界情勢は流動含
みでした．
　しかし，2015 年の現在は，アラブの春以降，益々政治情勢は混沌として，ムギ類遺伝資源中
心の東西は，紛争の中にあり，テロや拉致など危険な状態となっています．
　従って，探索・収集計画そのものが困難な場合であったり，計画できる場合には，事前情報と
現地入りした方からの情報把握が肝要です．
　そこで，私の体験事例から注意を要する点を列記してみました．海外探索に出たときの参考に
なればと思います．

１．アルジェリアでの体験：
　1) アルジェリアでは，入出国時所持金を申告します．入出国時の差額をチェックされることが，
移動中に出会った日本の駐在員から教わりました．通常，入国時の所持金は，出国の時にはマイ
ナスとなっていなければ，不審の対象となります．疑念がもたれると別室で身体検査があり，申

写真 6-1 探索対象地域の衛星画像
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告と金銭の管理には注意が必要です．
　2) ドルから現地通貨に交換する場合，ホテルの前では闇ブローカーがたむろしていて，それ
に乗せられる危険があります．犯罪に巻き込まれないように注意が必要です．
　3) レンタカーを借り上げる場合，料金交渉を相手国側の窓口とうまく取りまとめる技が必要
になります．足元をみられて，料金を吹っかけられたりします．沙漠地帯にも入りましたので，
途中のエンストの場合，救援要請が必要で，２台以上で行動する配慮が必要でした．
　4) 探索・収集活動では，受け入れ研究機関との共同探索が基本ですが，国によっては公安の
監視の対象となる場合があります．撮影できない空港周辺や建物があり，疑念をもたれないよう
に注意した行動が必要です．
　5) サハラ沙漠では，サソリの危険があり，熱砂の中でしゃがむと影が出来，そこに地中から
サソリが出てきて，刺す場合があり，お尻を刺されたりすると命とりになりかねません．

２．中央アジアでの体験：
　1) 中央アジアの探索・収集では，シルクロードを 5,000 km 走破しました．1992 年当時の治世は，
まだソ連の影響下にあり，それぞれの試験場ではロシア (VIR) との関係が必ずしもうまくいって
いない状況を感じる場合がありました．  

　VIR 傘下の試験場を訪問した折，対応してくれた研究者が現地の人の顔立ちと違っていました．
旧ソ連のレーニン時代，東の朝鮮半島近くのソ連領から強制移住させられた子孫であることを知
りました．東西の十字路，シルクロードでは，日本人には，考えが及ばない民族の声をいくつか
聴いたような気がしました．

３．北カフカスでの体験：
　1) 探索計画では，黒海沿岸のソチからカスピ海沿岸のダゲスタン共和国に横断しながら，探索・
収集の予定でした．そのルートには，チェチェンの紛争地帯があり，ロシアの軍隊が警備にあたっ
ていて，引き返せとの命令．運転手も必死の表情で真夜中の路を U ターン．彼らの表情からは，
民族間の軛を感じました．
　2) 黒海沿岸で野営した折には，ロシア沿岸警備隊が守備していて，泊まっていた車の点検に
午前２時頃，回って来ました．その折，ロシアのガイドは，やっかい事に巻き込まれないように
荷物の間の毛布にくるまっているように指示を受けたこともありました．
　3) これらの体験は，日本人の感覚からは程遠いもので，予定を変更して，ソチから空路でダ
ゲスタン共和国に入りました．
　4) 中央アジアのときもそうでしたが，24 時間，寝起きを共にしていると，いろいろな話題が
出ます．宗教についてはまず聞かれます．世界史をもっと勉強しておけば良かったとの思いがし
たのも事実です．運転手からは，日本の広島・長崎の被爆者の医療を国として，どう対応してい
るか聞かれました．チェルノブイリ原発で身近に被爆した人がいることが分かりました．言葉の
壁を越えてお互いの思いが通じ合えるようになるのも事実です．

４．パキスタンでの体験：
　1) アフガニスタン国境地帯を南下して，探索ルートを計画していましたが，大使館からは拉
致などの危険警告が出され，許可が難しいことがわかりました．折角，パキスタンに入ったもの
の何もできずに帰国する訳にはいきませんでした．探索時間を短くして，日没前には必ずホテル
に入る約束の下に，譲歩案が提示されて実施できました．
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　2) 空港やホテル前，現地では物売りの子供たちに囲まれることがあります．状況に応じて，
注意しながら対処することが必要です． 

4)-2 予防接種　
　海外派遣では，派遣対象国によりますが，予防接種が必要となります．外務省のホームページ
で確認して，受けなければならない予防接種と受けておいた方がいいものを調べます．
　入国の際には予防接種証明書 ( イエローカード ) を要求している場合があります．
　北アフリカのアルジェリアに入るときには，黄熱病の予防接種が必須でした．これに加えて，
日本脳炎，狂犬病，破傷風と 4 種の予防接種をしました．
　4 種も予防接種するとなると，身体のために一度で接種できず，期間を空ける必要があります．
そのため，2 ヶ月くらいみておかなければなりませんので，早目から準備が必要です．
　予防接種は東京駅丸の内側の鉄鋼会館内にある診療所がワクチンを揃えていますので，そこで
受けることができます．その他の地域では，どこで接種できるか調べて接種して下さい．
　日本脳炎は蚊が媒介する伝染病ですが，中央アジアの探索地では，野営地で蚊に悩ませられた
共同探索の VIR の研究者がいました．屈強な若者で，炭酸ガスの放出量が多いのか，彼に集中
して攻撃があり，防護蚊帳を身に付け寝ていました．お前は大丈夫かと不思議な顔をしていたの
を思い出します．
　狂犬病は，農家でのヒアリングを行うときに犬に噛まれる可能性を考慮して受けておいた方が
無難でしょう．破傷風は，探索・収集中に土に触れますので，傷口から感染する可能性を考えて，
接種しておいた方がいいでしょう．
　予防接種後は数日身体がだるくなります．体力のある状態で受けることをお勧めします．
　なお，予防接種とは別に病気にかかったり，怪我をしたときに現地の医療機関で受診しなけれ
ばならない場合もあります．高額な医療代に備えて，AIU など海外保険をかけておくと安心です．
保険料は，１ヶ月の期間であれば，１万数千円です．保険を使わなくて済めば，ラッキーだった
と考えましょう．

4)-3 装備品
　事前準備を十分にして入ることが肝要です ( 表 6-2)．
　探索・収集では，山登りと同様に周到な装備をすることが成否を分けます．探索・収集に必要
な携行機材，情報資料，記録関係，毎日の生活のための衣類，体調管理に必要な栄養剤や医薬品
などがあります．
　基本装備として，日本から持ち込むもの，現地に入ってから調達して携行するものに別れます．
第 6-2 表には，経験から必要な備品類をリストアップしました．日本から持ち込む機材・備品に
は容量や重量の関係があり，できるだけ軽量でコンパクトな機能性ある商品を探して，携行しな
ければなりません．
1）探索・収集に必要な備品：Ⅰの１～ 10 に列記しました．
　この他に，今では，軽量小型パソコンや携帯電話 ( スマホ ) をできれば携行するのがいいでしょ

う．高度，方位や気圧など多機能な水に濡れても大丈夫な腕時計もあります．
2）生活用品・衣類・食品等：Ⅰの 11 ～ 21 に列記しました．
　医薬品は自分に合った薬をかかり付けの医者からもらって携行するものや売薬があります．下

痢の洗礼に会う場合が多く，自分にあった下痢止めや解熱剤などは必須携行品でしょう．
　肌着は，風呂は勿論，シャワーをあびることができない日が続くことがあり，洗濯も多くはで
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きません．紙製の旅行用肌着の上下を多めに購入して携行することを勧めます．
3）個人に関わるもの：Ⅱに列記しました．
　現地で調達するものは，共同探索する相手側と協議し，開始時に調達するものや探索中に調達

する食料・水などがあります．
　水は，ミネラルウォーターを調達し，それを飲むことが基本です．清水があり，飲みたくなり
ますが，下痢や肝炎を持ち込む可能性など体調不良になる危険を孕んでいるので，避けなければ
なりません．ミネラルウォーターがなくなり，ふらふらになりながらも朝から夕方まで我慢した
ことが想い出されます．
　食料は，行く先々のマーケットで水と同様に調達します．湯を沸かすガスバーナーやガスカー

    第 6-2表 探索収集のための携行資材(参考例) 
 

Ⅰ、探索関係資材 

１．調査野帳、調査総括表、メモ帳、日誌記録帳(ポケットに入る B6版) 

 ２．筆記用具(黒・赤・青ボールペン、鉛筆・消しゴム、黒・赤・青マジック大小、 

青・黄マーカーペン、セロテープ、ステープラー(玉 2箱)、糊、15 cm物差し 

 ３．種子袋(網製、寒冷紗袋、紙袋、チャック付きポリ袋、リボンタイ、輪ゴム) 

  ４．脱粒小道具(ゴムチューブ、シート、防虫用薬剤(例：ダイアジノン粒剤)) 

  ５．耐水性豆紙ラベル、穂摘み用鋏、ピンセット、小型ナイフ  

 ６．３ｍストッパー付き巻尺(稈長測定用)、 15 cm竹製物差し(穂長測定用) 

  ７．紐、ガムテープ 

 ８．小型スコップ(野生種球茎掘り用) 

  ９．探索国の地図(ミッシェラン社製携行)、旅行ガイド(地球の歩き方)、 

ロードマップ(現地調達) 

  10．GPS、高度計(2台)、磁石、温湿度計、望遠鏡(車で移動中に収集地点の確認), 

      ルーペ(病害虫などの観察時に) 

 11．紙タオル(濡れた種子を吸水)、トイレットパーパー 

 12．小型ザック、スタッフバッグ 

 13．キャラバンシューズ、運動靴 

 14．防寒着(ヤッケ・セーター等)、雨具・傘、軍手 

 15．カメラ(一眼レフ・小型デジカメ)、予備バッテリー(充電器)、予備メモリー 

  16．懐中電灯、ランターン＊、ヘッドランプ、ローソク等の照明器具、替え電池 

 17．虫よけ(防虫スプレー、蚊取り線香など) 

  18．固形燃料、ガソリンコンロ＊、コッフェル、水筒＊、缶切り＊ 

 19．簡易テント、寝袋、空気枕、グランドシート 

20．救急医薬品(抗生物質、正露丸、下痢止め、胃腸薬、傷消毒薬、風邪薬、目薬、 

  鎮痛剤、体温計、消毒綿、包帯、バンドエイド、ウエットテッシュー＊) 

21．非常食(カロリーメイト)、お菓子(ビタミン Cキャンデー、チョコレートなど) 

  

Ⅱ.一般資材 

１．パスポート(予備パスポート用写真 3枚)、現地で利用できるスマートフォン 

 ２．お金、財布、海外クレジットカード、名刺、予備メガネ、帽子 

 ３．夏用衣類(上着、下着、セーター＊、靴下等、紙製の肌着も携行に便利) 

  ４．背広(相手国や大使館への表敬訪問が必要な場合) 

 ５．洗面具、石鹸、洗濯用具、ティシュペーパー、糸、針 

 ６．食料(米、ラーメン、カップ麺、コンビーフ、魚肉缶詰め等、調味料、 

クラッカー等の携行食、茶、コーヒー、箸、スプーン、コップ等) 

７．計算機、電子辞書 

８．土産(タバコ・酒(空港で調達))、ライター、ソーラー式計算機、日本的なものなど 

＊携行して便利だったもの。資材は、現地で調達できるもの、するものを含む。 
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                     連  絡  内  容  

 

 

１．連絡事項  

  ①  発信者氏名と発信番号  

 

  ②  いつ（事態の発生した月日と時間）  

 

  ③  だれが（事態に遭遇した者すべての氏名）  

 

  ④  なにをどうした（事態の内容、事実の結果のみを述べよ）  

 

 

２．現地の状況（現在の状況、当事者の置かれた状況）  

 

３．今後の予定行動（現時点での考えられる行動予定を述べよ）  

 

４．本部への要請有無（あれば、具体的に示せ）  

 

５．現地連絡先（住所、電話、 TELEX、 FAX）   ﾊﾟｷｽﾀﾝPGRI 

                         TEL +92-51-240829    FAX  +92-351-260965 

６．次回の連絡（連絡予定の有無、あれば予定時刻を明示せよ）  

 

                          連  絡  先  

 

１．連絡先   国際協力事業団  農業開発協力部  畜産園芸課（天目石慎二郎）  

                    +81-3-5352-5203  FAX +81-3-5352-5079 

 

             農研セ   +81-298-38-8867  星野作物開発部長（自宅  52-0276）  

                     +81-298-38-8941  麦育種法研究室   （長嶺  52-0541）  

                    FAX  +81-298-38-8837 or 7487 or 8484（農研セ）  

                    TELEX  3652456 TARCJP J（国研セ）  

 

２．現地連絡先    パキスタン植物遺伝資源保存研究所  

                     +92-51-240829  FAX +92-351-260965 

                 JICAパキスタン事務所  

                     +92-51-829473～8  FAX +92-51-829471 

                 日本大使館  +92-51-218063 or 219721 

                 蒲生卓磨氏自宅  

                 佐藤博保氏自宅  +92-51-812332 
 

                        ミッション・メンバー表  

 

１．吉田   久   Hisashi YOSHIDA  農研セ  +81-298-38-8941 自宅  +81-298-56-3300 

 

トリッジは必需品です．
　VIR との共同探索では，基本が野営で運転手や調理ができるスタッフを同行させてくれました．
我々の探索中に食事を用意したり，食材の調達もしてくれました．アルジェリアやパキスタンの
探索では，基本的にホテルからホテルの形を取りました． 

4)-4 連絡先の作成
　現地に入国後，不測の事態が起きることもあり，下記のような連絡票を作成して，パスポート
とともに肌身に離さず携行します．これは，JICA 予算によるパキスタン国での探索のときの事
例です．
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平成１０年６月２日 

 横浜植物防疫所  

 業務部種苗担当 

  統括植物検疫官殿 

                          農水省農業研究センター 

                                                作物開発部小麦育種研究室長  

                                                   麦類遺伝資源管理官 

                                吉田 久 

                                                     TEL 0298-38-8861 

                                                     FAX 0298-38-8837 

 

        導入麦類遺伝資源の検疫依頼について 

 

  このことについて、別紙のとおりギリシャ国より導入を予定しております。 

 つきましては、７月１２日（日）ＪＡＬ４０８ 便 ：15:00 成田予定到着にて、携帯持ち込み

の予定(四国農業試験場 土井芳憲、長野県農事試験場 牛山智彦計２名）ですので、ご多忙中

恐縮ですが、種子検疫のご配慮をお願い申し上げます。 

 なお、このことについて問い合わせ連絡等ありましたら、下記へご連絡いただければ幸いです。 

  

              〒 305-8666 

                 つくば市観音台３ー１ー１ 

        農水省 農業研究センター 

          作物開発部 小麦育種研究室長 

            吉田 久 

                電話 0298-38-8861(直通) 

                FAX   0298-38-8837 

 

追伸： 

 成田支所第二ＰＴＢ旅客担当統括植物検疫官宛には、同様の依頼状を発送させ 

ていただきましたのでよろしくお願い申し上げます。 

4)-5 帰国時の収集品の検疫の事前依頼
　探索収集品を国内に持ち込むために，出発前に成田で検疫を受ける事前依頼と計画書の提出を
しておきます．帰国到着日とフライト便を併記して承認を受けておきます．
　このことを行っておけば，帰国手続き後，成田にある植物防疫所の窓口に行き，係官の検疫検
査を受けることができます．
　通常，別室で 2 時間程度で完了となり，収集種子はそのまま，持ち出して研究所に持ち帰る
ことができます． 
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平成１０年６月２日  

                       麦類遺伝資源導入計画書  

                             

横浜植物防疫所   

 業務部種苗担当  

  統括植物検疫官殿             農水省農業研究センター  

                                             作物開発部小麦育種研究室長   

                                               麦類遺伝資源管理官  

                           吉田  久  

                                                  TEL 0298-38-8861 

                                                  FAX 0298-38-8837 

 

  輸入予定日  

 

 種類  

 

 輸出国  

 

 包装形態・数量  

 

 備考  

 

平成１０年  

  ７月１２日 (日 ) 

 

栽培  

  小麦種子  

 

ギリシャ  

 

ビニール袋  200 

  １０  kg 

 

 携帯  

 

 

     同  

 

野生  

  小麦種子  

 

 

   同  

 

ビニール袋   30 

  １．５  kg 

 

 携帯  

 

 

      同  

 

栽培  

  大麦種子  

 

 

   同  

 

ビニール袋  200 

    ８  kg 

 

 携帯  

 

 

      同  

 

野生  

  大麦種子  

 

 

   同  

 

ビニール袋   30 

  １．５  kg 

 

 携帯  

 

 

      同  

 

雑穀類  

     種子  

 

 

   同  

 

ビニール袋   20 

     １  kg 

 

 携帯  

     ７月１２日（日）ＪＡＬ  ４０８  便  15:00 成田到着予定  

（続き）植物検疫を受けるにあたっての提出計画書

右のスタンプは，先発隊の帰国時に成田空港で検疫が完了し
持ち出し許可が得られたもの
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　探索収集整理が終わり，共同研究相手国と種子を折半し，日本に持ち帰っていいと許可された
証明書．出国時，提示を求められた場合，空港で提示します ( パキスタンでの事例 )．
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J ICA­P GR I  EX PLORAT ION  O N  WHEAT  A N D  BARLE Y  GERMPLA SM  COLLECT ION  

IN  PAK ISTAN ,  1 9 9 6  

 

  C O L L E C T I O N  N o . :                  D A T E : 1 9 9 6  -  6  -                P E R S O N :  
       

  G E N E U S  a n d  S P E C I E S :  
   

  L O C A L  N A M E（ C U L T I V A R  N A M E） :  
   

 

 

  C O L L E C T I O N  S I T E :  

    C O U N T R Y :  P A K I S T A N                  L O C A L I T Y :                       ／         K M       O F  
           

                                                                      A L T I T U D E :             M 
     

  S A M P L E : S E E D   V E G E T A T I V E  ／  I N D I V .   P O P U L .   S P I K E  ／  Q U A N T I T Y        g   H E R B A R I U M :  Y E S    N O  
   

  S T A T U S : W I L D     W E E D Y     L A N D R A C E     P U R E  L I N E     C U L T I V A R     O T H E R (                      )／  

         W I L D     F A R M L A N D     F A R M S T O R E     B A C K Y A R D     V I L L A G E  M A R K E T    C O M M E R C I A L  M A R K E T  

         I N S T I T U T E (                                   )     O T H E R (                           )  

  C R O P  S E A S O N : S O W I N G  M O N T H               H A R V E S T  M O N T H                 O T H E R 
       

  C U L T U R A L  P R A C T I C E S :  
   

  U S A G E :  
   

 

  N O T E S  

 

  1  T O P O G R A P H Y : S W A M P    F L O O D  P L A I N    P L A I N    U N D U L A T I N G    H I L L Y    M O U N T A N E O U S   (              )  

 

  2  S I T E : L E V E L    S L O P E    S U M M I T     D E P R E S S I O N          3   S T O N I N E S S : N O N E    L O W    M E D I U M    L O C K Y  

 

  4  S O I L  T E X T U R E : S A N D     L O A M      C L A Y     S I L T      H I G H L Y  O R G A N I C       P H 
   

  5  D R A I N A G E : P O O R    M O D E R A T E    G O O D     E X C E S S  

 

  6  D I S E A S E  a n d  P E S T S :  
   

  7  A S S O C I A T E D  P L A N T S :  
   

  8  C H A R A C T E R I S T I C S :  C U L M  L E N G T H           c m       S P I K E  L E N G T H        .     c m 
     

      S P I K E  S H A P E : 1  F U S I F O R M    2  O B L O N G    3  C L A V A T E    4  E L L I P T I C A L   ／  S I X - R O W E D     T W O - R O W E D  

      A W N :   Y  /  N        G L U M E  C O L O R :  
   

 

   

 

   

 

  9  F A R M E R ' S  N A M E  a n d  A D D R E S S : 
   

 

   

 1 0  P H O T O  N o .  e t c :  
   

 

4）- 6 収集記録のサイト野帳
　収集記録票を作成し，50 枚綴りで 8 冊程度用意して携行します．

( 国際標準に準拠して作表 )
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サイト野帳の記入例

28

サイト地の気温、湿度も場所によって、測定して記入

サイト野帳の記入例
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       LIST OF COLLECTED MATERIALS（JICA／PGRI EXPLORATION ON WHEAT AND BARLEY GERMPLASM COLLECTION IN PAKISTAN, 1996)  
 

 No 

 

Collection 

   No. 

 

Date 

1996 

 

Genus & 

Species 

 

Cultivar 

local name 

 

Locality 

(Country, City, km) 

 

Alt. 

  m 

 

Sample 

P/In１） 

 

Status 

   ２） 

 

Topog 

 

Site 

 

Stoni- 

ness５） 

 

Soil ６） 

texture 

 

Drain- 

age７） 

 

 Length(cm) 

Culm   Spi

ke 

 

Disease 

 & pest 

 

   Associated       Notes 

    plants raphy３）  ４） 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

   1)Sample: P:population In:Individual                    2)Status:1 wild, 2 weedy, 3 landrace, 4 pure line, 5 cultivar 6 other  

   3)Topography:1 swamp, 2 Flood plain, 3 plain, 4 undulating,  5 hilly,  6 mountaineous,  6 other            4)Site:1 level, 2 slope, 3 summit, 4 depression  

   5)Stoniness:1 none, 2 low, 3 medium, 4 rocky                 6)Soil texture:1 sand, 2 loam, 3 clay, 4 silt 5 highly organic         7)Drainage:1 poor, 2 moderate, 3 good, 4 excess 

 

 

  アルジェリア麦類探索収集の記録例

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

収
集
名

収
集
日

作物名 属種名
地
点

収集地
標
高

降
雨
量

収
集
源

サイト
の

大きさ

地
勢

母
岩
の
種
類

土
性

傾
斜

標
本

標
本
の
状
態

脱
穀

稈
長

穂
長

備考

1 DZ1 6.6 オオムギ Hordeum vulgare 1 Thinicat Al Had,79km E Alger 50 600 AC 6 2 SI E LA PO U うどんこ病感染

2 DZ2 6.6 コムギ Triticum aestivum 1 Thinicat Al Had,79km E Alger 50 600 AC 6 2 SI E LA PO U オオムギ畑の異型

3 DZ3 6.7 コムギ近縁種 Aegilops ovata 2 Al Barrawiae, Al Khroub ITGC 630 450 GR 5 2 LI SL N WI PO U ovataの大集団

4 DZ4 6.7 コムギ近縁種 Aegilops ventriosa 2 Al Barrawiae, Al Khroub ITGC 630 450 GR 5 2 LI SL N WI PO U

5 DZ5 6.7 オオムギ野生種 Hordeum bulbosum 2 Al Barrawiae, Al Khroub ITGC 630 450 GR 5 2 LI SL N WI PO U

6 DZ6 6.8 オオムギ野生種 Hordeum bulbosum 3 Duwar Ei Kihalsha, 40km E Constantine 765 400 GR 1 1 LI SI F WI PL U

7 DZ7 6.8 ヂュラムコムギ Triticum durum 4 Heliopolis, 10km E Guelma 300 600 AC 6 2 AL CL S LA  PO U

No.

１：DZはアルジェリアのコード、２：1989年の月日(例：6.6=６月６日)、３, ４：収集時の観察による分類、５：収集地点の番号(探索ルート地図に落と
す)、       ６：収集地名(例：Thinicat. Al Hadでアルジェから東に79km）、７：収集地の標高(m)、８：サイト付近の降雨量(mm)、９：収集源　AC=穀物、FL=
圃場、FS=農家のストック、BY=農家の庭、LM=地方の市場、CM=商業市場、IN=研究所、TP=脱穀場、GL=草地、RS=道路脇、WL=林地、WI=野生、DI=分
譲、10：サイトの大きさ　1=1スポット<1㎡,　2=1-10㎡,　3=10-100㎡,　4=100㎡-0.1ha,　5=0.1-1ha,　6=> 1ha、11；地勢　1=沼、2=平地、3=起伏　4=丘陵
5=傾斜地　6=急斜面　7=渓谷　8=山岳　9=高原　10=サバンナ　11=ステップ　　12：母岩の種類　BA=玄武岩　AL=沖積土　LI=石灰岩　SA=砂岩　13：土
性　ST=岩石　GR=小石　SA=砂　SL=砂壌土　LO=壌土　CL=粘土質壌土　CY=粘土　SI=沈泥　HO=有機質に富む　CA=石灰質　　14：傾斜　1=平坦　2=
斜面　3=頂上　4=窪地　E=東斜面　W=西斜面　S=南斜面　N=北斜面　15：標本のタイプ　LA=在来種　RV=育成品種　UM=育成中の系統　RM=研究用
WI=野生　WE=雑草　16：標本の状態　PO=集団　MX=混合　PL=純系　ML=多系　I=個体　17：脱穀の有無　U=未脱穀　T=脱穀済み　SH=収集時に脱穀
18：立毛時の稈長(cm)　19:穂長(cm) 備考　その他の記載事項

4) - 7  収集総括表
　収集個票の総括票を作成し，40 枚程度の綴りを携行します．
　収集個票の記録を野営地や宿舎でできれば毎日総括表に転記します．

収集総括表の記録事例
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  探索収集した植物種の標高分布

種 北カフカス 中央アジア Kimber &
(倍数性、ゲノム) (収集点数) (収集点数) Feldman 報告(1987)

T. aestivum(6x, ABD) 収集なし 200 - 800[1200] m (20)

Ae. cylindrica(4x, CD) 0 - 700m (45) 280{200} - 1370[1800] m (20) 300 - 1750m

Ae. squrrosa(2x, D) 35 - 650m (20) 200 - 1020m(8) 150 - 1400m 

Ae. biuncialis(4x, UM) 0 - 650m(29) 観察せず 400 - 1650m

Ae. Triuncialis(4x, UC) 10 - 650m(15) 200 - 1370[1700]m (20) 150 - 1800m

Ae. crass(4x, DM; 6x, DDM) 観察せず 200 - 1020m (8) 200 - 900m

Ae. Juvenalis(6x, DMU) 観察せず 440m(1) 50 - 900m

H. vulgare 収集せず 100 - 800[1200]m (23)
H. spontaneum 330m (1) 190 - 1150m (10)
H. bulbosum 380 - 600m(2) 530 - 1250m (5)
H. nurinum 収集せず 300 - 450[1700]m (4)

A. sativa & spp. 収集せず 300[450] - 450[660]m (4)
A. fatua & spp. 0 - 95m (10) 観察せず

S. sylvestre 0m (1) 観察せず

(   )：北コーカサス(1994) 及び 中央アジアで収集した点数　

[   ]：未熟種子のため収集しなかったけれど観察した地点の標高

北コーカサス：ロシアとダゲスタン共和国、　中央アジア：トルクメニスタン、ウズベキスタン、カザフスタン

4) - 8 収集各種の標高分布
　収集サイトでは，地勢の記録として，高度計で標高を測定して，とくに野生種などの収集地点
の標高分布を残します．
　筆者の経験では，1800m 位の高地まで探索・観察しました．2,000m 以下の標高では，酸素欠
乏による影響は人体に感じませんでした．
　下表は，北カフカスと中央アジアでのムギ類野生種の標高分布を示しています．参考として，
Kimber & Feldman(1987) が発表している結果とも矛盾がありませんでした．
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7．探索派遣の事前準備会の開催

   パキスタン探索 1996，後発隊の事例です．先発隊ではこれに先立ってパキスタン北部地域及
び Quetta 周辺を，後発隊では北部・高冷地域を対象として 2 段階で実施しました．
　通常，２人組で派遣されますが，その際，１名を代表に，１名は会計を担当します．代表は相
手側の窓口，会計は預かった費用の支出管理を行います．レンタカー代，運転手の日当，食料費，
ホテルの支払い，現地調達機材費など領収証をもらい，金銭の出し入れを管理し，帰国したら，
精算して報告する責任が生じます．
　探索時期は，北半球では収集可能な収穫期の５月下旬～７月上旬の約２ヶ月程度となりますが，
この例では先発隊と後発隊に派遣隊を２つに分けています．
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計画日程

探索計画ルート
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8．探索実施の具体的事例

1) 探索日程
　パキスタンで実施した先発隊の探索日程の事例です．
　前項の後発隊に先だって，実施したものです． 
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パキスタン探索対象地域の打ち合わせマップ ( 青いマーカーペ
ンで概略ルートを検討 )

打ち合わせ ( 中央アジア )打ち合わせ ( アルジェリア )

2) 探索国における打ち合わせ
　探索国に入ると，共同探索機関のスタッフの出迎えを受け，通常，政府機関や共同探索の研究
機関を表敬訪問します．そこで，共同探索研究者・スタッフと探索日程と探索ルートの打ち合わ
せを行います．また，現地に大使館や領事館がある場合には，事前連絡に従って，日程と共同探
索研究の内容を報告しておきます．
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幌付きの軍用トラック トラック内部の寝室

小型バス 野営，就寝前の様子

3) 探索実施の方法
　探索収集では，共同探索の相手側との信頼関係を構築することが大前提になります．現地の情
報をその都度収集し，的確な判断が求められます．突出した自己主張は慎み，ガイド役の意見を
尊重して，毎日の探索ルートや行動を調整していきます．
　レンタカーの借り上げか，VIR のように経験豊富な研究機関では自前の幌付きトラックや小型
バスを用意してくれることもあります．レンタカーでは，料金との兼ね合いがありますが，４輪
駆動の車があればベターでしょう．前者の場合はホテルからホテルへ移動，後者の場合は野営が
基本となりました．共同探索の相手側の事情によって，探索行動のスタイルが変わります．
　野営の場合は，食事の準備も兼ねる運転手やスタッフなどのサポート配置が必要となります．
後者の場合は，探索地点から地点の移動で効率が良く，山中に入って探索を済ませ，そこで野営
できれば，探索時間を長く確保できます． 
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　野営スタイルでは，探索途中，バザール ( 市場）に立ち寄り，食材，飲料水等を購入します．
食材の管理や調理は，契約時の取り決めに従って，２人の運転手が担当してくれました．
　探索中に昼食の準備をしてくれます．また，朝，晩はみんなの共同炊事となります．夜食後は
ウオッカを飲んで，両国共通の歌，「カチュウシャ」の合唱による国際交流ともなりました．24
時間一緒の生活では，探索隊の気持ちを１つにすることが計画の成否にもつながります。

運転手と意気投合バザール

川のある場所では洗濯

木陰で昼食の準備 湯沸し器

朝食の準備
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コペトダク山脈の野生種の群落
( 中央アジア , トルクメニスタン , コム
ギ起源地に近い Kara-Kala, 1993)

地図上に収集地点の No. を記録
( パキスタン、Quetta 周辺，
アフガニスタン国境に沿って

4) 探索の実際
　いよいよ，探索・収集活動の開始です．
　情報収集と打ち合わせによって作成した探索計画ルートに従って，車を走らせます．ルートは，
毎日のミーティングで調整して決めます．朝 6 ～ 7 時に出発，夕方 6 時頃まで活動します．
　幌付きのトラックでは荷台に乗って，レンタカーやバスでは座席からムギ類の収集場所に目を
光らせます．隊のうち，主となる専門家が探索する場所を判断して，運転手に車を止めるように
指示します．双眼鏡を片手に幹線道路から脇道に車を入れて，めぼしい地点を探します．めぼし
い収集サイトでは 10 ～ 20 km に１地点程度のメッシュで探索活動を行います．砂塵にまみれて，

「ダスティ・ホフマン」だとお互いの顔を見て笑ったことがあります．
　収集地点では，地図上にマークし，収集番号を書き込んでおきます．車の走行距離メータも併
せて，サイト野帳に記入します．
　さらに，B6 版の日記帳にも，収集番号等の記録を残しておきます．
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収集 ( カスピ海近郊 )
と収集品を寒冷紗の袋
に入れて

サイトでの記録 ( 左：中央アジア，右：北カフカス )

測定

サイトでの撮影 １日の記録整理

　収集を行う際に必要と考えた場合には稈長，穂長や病害虫など特性を測定記録します．その後，
サイトの景観や収集品の草姿などを撮影します．
　ホテルや野営地に戻った夜には，日誌など記録整理を行います．
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パキスタン パキスタンの農民からのヒアリング

パキスタン在来種 ( 長稈 ) と CIMMYT

の短稈品種
中央アジア

パキスタン (CIMMYT の改良品種が
導入されている

近縁野生種の群落での収集
( 北カフカス，カスピ海沿岸 ,1994)

　探索・収集は，自生地での野生種だけでなく，栽培農家からヒアリングを行い，在来種の種子
分譲を原則無償で受けます．農家の畑では，誰か人がいれば声をかけ，こちらの意図を十分説明
し，情報と種子分譲の許可を得る努力をします．畑で働いている奥さんや女の子にはイスラム圏
の国では近くに寄ることは避けなければなりません．注意が必要です．
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収集品の乾燥

宿泊室内での収集品の整理野営地での収集品の整理

ゴムチューブを使って脱粒

VIR 隊の収集品の整理の様子 (VIR の方法は，
収集サイトの１地点から集団で刈りこむ）

　収集品は，乾燥後，夜，脱粒して整理します．自転
車のゴムチューブを使って，穂摘みした穂から脱粒し
て，紙袋に収集番号とともに保存します．
乾燥は寒冷紗の袋に入れて，探索中に宿営地で十分行
います．乾燥が不十分だと脱粒しにくく，かびてしま
う危険があります．
　種子の整理や記録整理など夜食後の作業で日中の探
索行動で疲れていますが，溜め込まないように毎日行
うようにしましょう．
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北コーカサスでの収集ルート ( 上 ) と野生種各種の分布 ( 下 )

探索収集サイトの分布位置を示しています．
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カスピ海

試験圃場でのヒアリングKuban 農業試験場
(VIR 傘下の重複保存の遺伝資源保存
センター )

マーケットの野菜など

　探索行では，探索ルート上の最寄りの試験場，遺伝資源センター，種子保存圃には訪問して，
情報収集を行います．情報収集結果によっては，探索計画ルートを修正・変更することもあります．
　マーケットでは，並べられている食材に注意し，関心をもって記録に留めることも必要でしょ
う．写真撮影では，許可を得てからにしましょう．場合によってはトラブルのもとになりかねま
せん． 
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ナンを売る ( パキスタン )

パキスタン ( 探索途上見かけた
ナンを焼く職人

コムギとマメを図柄にした
アルジェリアの１ディナー
ル (DA) コイン
( 中央は独立記念塔 )

ティムガッドの遺跡 ( アルジェリア , 1989
Constantine から南 120 Km) 紀元前１世紀，
ローマ帝国時代に町が作られ，ローマ帝国
の穀倉地帯

このデュラムコムギ ( 右 ) で作ったパンと
ヨーグルト ( 農民の日常食という )

探索行で出会った子供たち
( コムギ収穫のお手伝い，パキスタン）

　探索・収集行では，様々な文化や人々との交流があります．
遺跡や農家の温かいもてなし，子供たちとの出会いなどその土地の歴史と風土や食文化を垣間見
る機会を持ちます．探索行の間の出会いに感謝の心を大切にして活動を続けたいものです．
　黒海の山麓で野営した折には，満天の星を眺めて，いつの間にか幸せな気分で寝ることができ
たことが思い出されます．
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連絡文 - １ 連絡文 -2

　探索行の途次，必要に応じて，現地から日本の派遣元 ( 当時は生物研・遺伝資源調整官 ) やム
ギ類キュレーターへ連絡文書を入れます．
　第１報 ( 左 ) は，先発隊が現地で打ち合わせた実施予定探索ルートを知らせています．
　第２報 ( 右 ) は，先発隊の探索状況と後発隊の探索対象地域等の現地調整の状況，現地の要請
事項を連絡しています．
　当時は，FAX で連絡を入れていますが，現在では小型のノートパソコンやスマートホンの携
行により，現地から連絡事項を入れたり，送受信が容易にできるでしょう．
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普通系コムギ デュラムコムギ

六条オオムギ 二条オオムギ

エンバク ライムギ ライコムギ

5) ムギ類画像
5)-1 栽培各種      探索収集対象の各種類です ( 参考 )．
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穂形は参考資料，Kimber and Feldman, 
1987 から引用

Ae.squrrosa

Ae.triuncialis

Ae.biuncialis

Ae.cylindrica

Ae.crassa

穂形

穂形

穂形

穂形

穂形

5)-2 コムギ近縁野生種 Aegilops 属
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穂形

穂形

穂形

穂形

穂形

Agropyron

Bromus

Eeymus

海辺に自生 → 耐塩性

Taeniastherum　
海辺に自生 → 耐塩性

Eremopyrum

5)-3 コムギ近縁野生種，各種
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小穂

小穂H.bulbosum  球根H.murinum 穂形

穂形H. lipolinum 持ち帰るために根を整理

小穂図は小西猛朗 (1986) より

H. spontaneum

H.bulbosum

小穂

穂形

5)-4 オオムギ近縁野生種
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9．海外出張概要報告

    帰国したら，概要報告を書きます． 
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続き
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続き
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続き　( 英語版 ) 共同探索した相手側に報告する場合があり，英語版で作成しています．
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10．海外探索収集報告の事例

　ジーンバンク事業で実施した探索収集は，植物遺伝資源探索導入調査報告書 ( 植探報 ) に報告
する義務があります．
　これは，アルジェリア探索・収集のときの報告書例です．これまでの報告は参考資料を参照下
さい．
　その他，広く探索活動を知ってもらうために外部の雑誌等にも寄稿しました．
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植探報 vol.６,(1990)

オオムギ栽培農家圃場でヒア
リング (Batna)

収集総括票

探索・収集地域

Table 3. List of collected materials by MAFF, ICARDA and ITGC joint mission for collecting wheat and barley   9)  Texture : ST=Stones,  Rocky,  GR=Gravel,  SA=Sand,  SL=Sandy Loam,  LO=Loam,  CL=Clayloam
              in Algeria, 1989.         CY＝Clay, SI＝Silt, HO＝Highly Organic, CA＝Calcareous
              The abbreviations and notes are as follows ; 10)  Aspect or Slope : 1＝Level, 2＝Slope, 3＝Summit, 4＝Depression, E＝East, W＝West, S＝South,
1)  Dz represents country code for Algeria,         N＝North, F＝Flat
2)  Classification based on the observation at collection, 11)  Population type : LA＝Landrace,  Local variety,  RV＝Released Variety,  UM＝Unreleased Breeder's
3)  Altitude in metric meter,         Material, RM＝Research Material, WI＝Wild, WE＝Weed,
4)  Rain fall, precipitation in millimeters, 12)  Status of Sample : P, PO＝Population, MX＝Mixture, PL＝Pure Line, ML＝Multiline, I＝Individual,
5)  Collection source : AC=Agricultural Crop, FL=Farm Land, FS=Farm Stock, BY=Backyard, LM=Local Market, CM 13)  Threshing : T＝Threshed, U＝Unthreshed, SH＝Shedded at collection,
     ＝Commercial Market  IN＝Institute, TP＝Threshing Place, GL＝Grassland, RS=Road side, WL=Woodload, 14)  Plant height, in centimeter,
     WI＝Wild, DI＝Disturbed 15)  Panicle length, in centimeter,
6)  Size of Area : 1＝1 spot<1m2, 2＝1－10 m2, 3＝10－100 m2, 4＝100 m2 －0.1ha, 5＝0.1－1ha, 6=>1ha, 16)  Notes
7)  Topography : 1＝Swamp & Flood Plain, 2＝Level, 3＝Undulating, 4＝Gently rolling, 5＝Sloping,
     6＝Steep, 7＝Steepy dissected, 8＝Mountainous, 9＝Plateau, 10＝Savanna, 11Steppe,
8)  Parent Rock : BA＝Basalt, AL＝Alluvium, LI＝Limestone, SA＝Sandstone,

    1) 2) 3) 4) 5) 6) 7) 8) 9) 10) 11) 12) 13) 14) 15) 16)
Genus Species Site Alt. R. F. Source Size Top. P. R. Text. Asp. T/U P. H. P. L. Notes

No. of
Name Date No. Area Slope Type Status

1 DZ1 6. 6 Hordeum vulgare 1 50 600 AC 6 2 SI E LA PO U The area infected by Powdery mildew

2 DZ2 〃 Triticum aestivum 1 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 LA PO U found as off type in barley field

3 DZ3 6. 7 Aegilops ovata 2 630 450 GR 5 2 LI SL N WI PO U wide population all ovata , cylidrica  and
T . urartu  found together

4 DZ4 〃 Aegilops ventricosa *) 2 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 WI PO U

5 DZ5 〃 Hordeum bulbosum 2 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 WI PO U

6 DZ6 6. 8 Hordeum bulbosum 3 765 400 GR 1 1 LI SI F WI PL U

7 DZ7 〃 Triticum durum 4 300 600 AC 6 2 AL CL S LA PO U

8 DZ8 〃 Triticum aestivum 4 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 LA MX U

9 DZ9 〃 Hordeum vulgare 4 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 LA MX U offtype in Durum field

10 DZ10 〃 Triticum sp. 4 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 WE MX U

11 DZ11 〃 Aegilops ventricosa *) 5 470 600 WI 5 5 LI GR S WI PO U majority still green

12 DZ12 〃 Aegilops ovata 5 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 WI PO U still green

13 DZ13 6. 9 Vicia faba 6 240 TP, DI 1, 3 2 LI LO-CL F LA PO U treshing flour

14 DZ14 〃 Aegilops ventricosa *) 6 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 WI PO U small population

15 DZ15 〃 Hordeum sp. 6 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 WI PO U plant hight up to 50 cm

16 DZ16 〃 Aegilops ventricosa *) 7 410 RS 3 7 S WI PO U

17 DZ17 〃 Aegilops ovata 7 〃 〃 〃 〃 〃 WI PO U

18 DZ18 〃 Hordeum sp. 7 〃 〃 〃 〃 〃 WI PO U mixture of two species

19 DZ19 〃 Vicia faba 8 850 400 FS 3 5 LI LO S LA PO T

20 DZ20 〃 Pisum sativum 8 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 LA PO T

21 DZ21 〃 Hordeum vulgare 8 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 LA PO U

    Collection Population

- 104 - - 105 -

〃

〃

〃

Locality
(Province, Village, Km)

Thinieat Al Had 79 km E Alger

Al Barrawiae, Al Khroub ITGC

Duwar El Kihalsha, 40km E Quustintina

Heliopolis 10 km E Guelma

〃

〃

〃

〃

〃

Guelma Research Station

〃

〃

〃

15 km to Souk Ahras

Fugieng 30 km E Guelma

〃

〃

19 km after Souk Ahras El Guliafae
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ジーンバンク事業で収集した
　　    ムギ類遺伝資源とデータの取り扱い

収集品

種子半量

（元種子保存）

　　　生物研ジーンバンク

パスポートデータ作成

(保存・配布）

種子半量

(評価・増殖計画)

(生物研ジーンバンク)

収集品

導入時の検疫

収集者

収集リスト

ムギ類キュレーター生物研ジーンバンク

 11. 特性評価と採種

1) データの取り扱い
　ジーンバンク事業では，探索・収集派遣者，ムギ類キュレーター，ジーンバンクの関係者は下
図に示す流れに沿って，収集品，収集品リスト，パスポートデータを作成します．
　収集品については，半量を生物研に元種子として保存し，半量をムギ類キュレーターに渡すこ
とが基本です．ムギ類キュレーターは，評価・種子増殖のためにジーンバンク予算に申請計上す
る措置を取ります．
　評価・増殖計画は，予算措置をして，評価・増殖上，播性などに問題がなければ，探索収集者
の所属場所に依頼するのがベターです．収集品の大半は，種・品種が数種の混合であるため，分
離・評価と採種を行う必要が出てくるため，探索・収集のときの事情が分かっている者が担当す
るのが適切です．
　なお，オオムギ野生種の H.bulbosum は，他殖性のため栄養体保存をします．ジーンバンク事
業では，種苗管理センター・雲仙農場で栄養体保存を実施しています． 
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Collection samples

Original collection seeds
passport data

Base collection

Fie ld evaluation Primary essential character
          a       b    c d wheat: barley:

①Plant habit ①Plant habit
    seed ②Culm length

③Ear length
④Existence of awn
⑤Glume color
⑥Grain size
⑦Grain color ⑦Glume color
⑧Heading date ⑧Grain size

  selection by a character ⑨Maturity date ⑨Grain color
 ⑩Covered or naked kernels

a-1 ⑪Heading date
2 active collection ⑫Maturity date
3        or
4 working collection

Evaluation data

⑥Existence of awn

 seed distance

10cm or 15cm

②Plant type
③Culm length
④Ear length
⑤Kernel rows

2) 特性評価の方法
　収集品を特性評価するには，圃場で収集 No. 毎に系統播種の方法で 10cm あるいは 15cm の点
播を行います．収集品は，通常４～５品種の混じりであるため，個体ごとに形態や出穂特性など
を観察して，分離評価します．
　ジーンバンクの特性評価マニュアルの一次必須項目を調査し，分離採種します．この作業は，
根気と熱意が要ります．従って，探索・収集者が担当するのが適切と考える理由です．
　分離採種した種子は，収集番号に枝番号を付けて，採種します．翌年度，枝番号を付けた系統
で特性評価を行って，生物研・ジーンバンクにパスポートデータを付けて，納入する流れとなっ
ていました．
　現在は，探索収集後，直ちにジーンバンクにパスポート登録を行います．
　翌年度の特性評価では，一次必須項目に加えて，必要な項目を加味します．キュレーターは，
特性評価と採種の場所に対する予算計上に配慮します．
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 区 極直 直立
やや
直立

中
やや
匍匐

匍匐
極匍
匐

2 10個体

3 10個体

4 区 無 極少 少
やや
少

中
やや
多

多 極多

5 区 淡黄 黄 黄褐 褐 赤褐 赤 赤紫 紫 濃紫

6 区 極小 小
やや
小

中
やや
大

大 極大

7 区 白 淡黄 黄 黄褐 褐 赤褐 赤 赤紫 紫 濃紫

8 区

9 区

有効茎数の４０～５０％が出穂した日（「出穂」とは穂先（芒
を除く）が葉鞘から現れたことをいう）

全穂数の８０％以上の穂首が黄化し，粒はほぼ「ろう」くらい
の硬さに達した日

年 月 日

年 月 日

調　　査　　方　　法　　等

茎立ち前の草姿（ただし，根雪のある場合は根雪前の草姿，寒
地の春播く小麦は除く，小麦調査基準付２参照）

最長桿の地際から穂首までの長さ

最長桿の穂首から穂の先端（芒を除く）までの長さ

「少」とは１０％，「中」とは２５％，「多」とは４０％のも
のをいう

成熟期における「ふ」の色，黄は白ふ，褐は褐ふに相当する

原麦粒の大小の程度

原麦粒の色

cm（小数第1位を四捨五入）

cm（小数第2位を四捨五入）

出穂期

成熟期

測定

観察

観察

観察

観察

観察

観察

芒の有無と多少

ふ色

粒の大小

粒色

叢性 観察

桿長

穂長

測定

作物の種類 小麦 473 １次必須項目

分　　　　　級　　・　　単　　　　位
方 法調 査 数

項目
番号

項　目　名

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 区 極直 直立
やや
直立

中
やや
匍匐

匍匐
極匍
匐

2 区 並 渦

3 10個体

4 10個体

5 区 二条
粗六
条

六条

6 区 無 極少 少
やや
少

中
やや
多

多 極多

7 区 淡黄 黄 黄褐 褐 赤褐 赤 赤紫 紫
濃紫
～黒

8 区 極小 小
やや
小

中
やや
大

大 極大

9 区 白 淡黄 黄 黄褐 褐 赤褐 赤 赤紫 紫 濃紫

10 区 皮 裸

11 区

12 区

13 3反復 極小 小
やや
小

中
やや
大

大 極大1000粒重 測定
20 g の試料について３回以上粒数を測定し，1000粒の重量に換
算（含水率12.5％とする）

芽鞘の長さ及び先端部形（大麦調査基準付３参照）

穂の小穂条列，「二条」とは条列２，「粗六条」とは条列６で四
角形、「六条」とは条列６で六角形のものをいう（大麦調査基準
付５参照）

穀粒の「ふ」の有無

成熟期 観察 年 月 日
全穂数の８０％程度の穂首部が黄化し，粒はほぼ「ろう」くらい
の硬さに達した日

並渦性 観察

条性 測定

皮裸性 観察

粒色 観察 原麦粒の色（裸麦のみ）

出穂期 観察 年 月 日
有効茎数の４０～５０％が出穂を始めた日（「出穂」とは穂先
（芒を除く）が葉鞘から現れたことをいう）

ふ色 観察 成熟期における「ふ」の色

粒の大小 観察 原麦粒の大小の程度

穂長 測定 cm（小数第2位を四捨五入） 最長桿の穂首から穂の先端（芒を除く）までの長さ

芒の有無と多少 観察
「少」とは１０％，「中」とは２５％，「多」とは４０％のもの
をいう

調　　査　　方　　法　　等

叢性 観察
茎立ち前の草姿（ただし，根雪のある場合は根雪前の草姿とす
る。寒地のビール麦は除く，大麦調査基準付２参照）

桿長 測定 cm（小数第1位を四捨五入） 最長桿の地際から穂首までの長さ

作物の種類 大麦 429 １次必須項目

項目
番号

項　目　名 調 査 数 方 法
分　　　　　級　　・　　単　　　　位

　ジーンバンク事業における特性評価は，「植物遺伝資源特性調査」マニュアルに従って行います．
一次特性 ( 品種や系統の識別に必要な主に形態的特性 )，二次特性 ( 生理・生態的形質及び各種
の病害虫抵抗性や特殊環境への耐性 )，三次特性 ( 生産物として必要な特性 ) に分けられます．
各特性は，必須調査特性と選択調査特性に分かれます．
　特性調査は，観察による分級，測定，分析の各手法により行います．
　下表は，小麦及び大麦の一次必須特性の調査基準を例示しています．
　その他の特性調査項目については，http://www.gene.affrc.go.jp/manuals-plant_characterization.php

を参照下さい． 
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パキスタン探索・収集品
の電気泳動分析

VIR 傘下の試験場で見た野生種の利用

　パキスタン収集品について，遺伝的変異の幅をみる１つの目安として，電気泳動による高分子
量グルテニンサブユニットの分析を行った例 ( 下図 ) を示しています．
　探索途次，訪問した VIR 傘下の試験場では，探索・収集した野生種との交配により，病害抵
抗性の遺伝子を導入する研究が実施 ( 下写真 ) されていました．
　探索・収集された遺伝資源は，研究ニーズや品種改良の目標によって，その時代を反映します．
ジーンバンクに保存された遺伝資源は，どのような形で利用されるかは，長い目でみる必要があ
り，その維持管理に必要な予算措置にも理解が求められます．
　従って，遺伝資源利用の実績を広報していく活動も欠かせません．
　最近，ジャガイモの疫病菌の抵抗性に応答する遺伝子が南米の野生種の遺伝資源をサーベイし
た結果，発見されています (Duan et.al., 2015）． 
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第 11-1  ムギ類遺伝資源の利用実績の事例 
【コムギ】 
１） 半矮性遺伝資源の利用(世界のコムギ増産に貢献) 

達摩   フルツ達摩          CIMMYT 
                          農林 10 号   半矮性コムギ   “緑の革命” 
  Turkey Red(ﾄﾙｺ)      

２） もち性遺伝資源の利用(世界初のもち性コムギ品種を育成) 
関東 107 号 
        はつもち 
        もち盛系 C-G1517             もち姫 
白火(中国)               F1           
                ハルイブキ 

３） 早生遺伝資源の利用(世界で最も早生の品種を育成) 
(Jessore(ﾊﾟｷｽﾀﾝ)／フジミコムギ)F 1             極早生 ２      ゴガツコムギ 

 

                  フジミコムギ                  極早生 4-15    フクワセコムギ 
４） 赤さび病抵抗性遺伝資源の利用 
    二粒系コムギとチモフェビコムギを利用して     小麦中間母本農１号 
    ライムギの抵抗性遺伝子を利用して         小麦中間母本農２号 
５） 赤かび病抵抗性遺伝資源の利用 
    延岡坊主小麦と蘇麦３号(中国)の交配後代から    小麦中間母本農３号 
６） うどんこ病抵抗性遺伝資源の利用 

  札幌春小麦(明治 37 年より)、Ardito(ｲﾀﾘｱ)、Jarl Weizen(ｽｴｰﾃﾞﾝ)由来による 
抵抗性品種の育成 

【オオムギ】 
１） 大麦縞萎縮病抵抗性遺伝資源の利用(ビール大麦主産地を救う) 

  木石港３(中国)を利用して、ミサトゴールデン、ニシノゴールド、 
ミカモゴールデン等のビール麦抵抗性品種の育成 

２） うどんこ病抵抗性遺伝資源の利用 
 Cambrinus(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ)を利用して、        ニシノチカラ、とね二条 
  Mona(ｽｴｰﾃﾞﾝ)を利用して、           ヤチホゴールデン 

３） 高リジン遺伝資源の利用 
  高リジン系統 Hiproly(ｴﾁｵﾋﾟｱ原産→USA→ｽｴｰﾃﾞﾝ→日本に導入)を利用して、 
                 裸麦中間母本農１号、サンシュウの育成 

４） 野生オオムギ H.bulbosum を利用して、早期遺伝子固定による品種育成 
                               東山 28 号等(小麦)、吉系系統等(ビール大麦) 
 
＊＊太字は利用された遺伝資源 
                  

3) 遺伝資源の利用実績
　これまでの遺伝資源の利用の代表事例を第 11-1 に列記しました．
　コムギ「農林 10 号」(1934 育成 ) が，戦後，アメリカに渡って CIMMYT の品種改良にそして，
インド・パキスタンのコムギ増産 (1960 年代，“ 緑の革命 ”) に寄与しました．この貢献により
CIMMYT のボーローグ博士はノーベル平和賞を受賞しました．また，ジーンバンク保存中の小
麦品種「白火」( 中国 ,1974 導入 ) が世界に先駆けて，もち性コムギの開発につながったことな
どがあります．「Jessore」( パキスタン ,1963 導入 ) は，早生化の要因解析の結果，世界で最も早
生の品種育成に寄与しています．
　オオムギでは，「木石港３」( 中国，戦中導入 ) がビール大麦主産地を大麦縞萎縮病から救った
ことなどは遺伝資源の大切さを物語っています．
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技術会議講演会説明                                            1996. 7.30 

  消費者の部屋  

                                                                農研セ  

                                吉田  久    

 

 「消費者の部屋」の中で取り上げられた「遺伝資源」、本来、縁の下の力もち的存  

在だったテーマの企画です。少しでも楽しんでいただければ幸いです。  

 

 １．これから地中海沿岸国での探索を紹介します。  

 ２．南ヨーロッパと北アフリカの国々での探索が対象です。  

 ３．太古の昔、地球上のそれぞれの地域で生まれた植物は進化を重ね、人類は作物  

  として利用し、古代文明が生まれ作物が各地に伝播しました。  

 ４．航海術が発達した近世以降、ヨーロッパやアメリカの為政者は人間が利用可能  

  な植物種の確保のために世界各地に探検収集家 (ﾌﾟﾗﾝﾄﾊﾝﾀｰ)を派遣して、遺伝資源

  を収集させました。  

   ロシアのバビロフも２０世紀初頭、帝政時代から国策として世界各地で種子収  

  集を行った代表的な一人です。この壁画はロシアのジーンバンクにあるバビロフ  

  の探索図です。  

 ５．バビロフは栽培植物の収集とともに発祥地を著しました。地中海地域も一次、  

  二次中心地の一つです。  

 ６．地中海というと、カサブランカ白い家が地中海の青さに映えるこのような風景  

  や迷路のように入り組んだカスバの町並みを思い浮かべられるかもしれません。  

 ７．1985 年以降、この地域に麦類、牧草・飼料作物、果樹のブドウ、花卉のチュー  

  リップ、工芸作物のてんさいと計８隊が派遣されています。  

 ８．まず、麦類をご紹介します。北アフリカは万年雪をいただくアトラス山脈を境  

  にして、温暖で地味も肥えた地中海性気候の北部とサハラ砂漠に続く熱帯性気候  

  の南部に分かれ、変化に富んだ地形と気候をもっています。  

  ９．ランドサットからみた地形です。探索ルートの参考にすることもあります。  

１０．北アフリカは有史以前から麦類が栽培され、ローマ帝国の穀倉として地中海農  

  耕文化が華開いた所です。かっての面影を偲ばせる遺跡が半砂漠化した地形の中  

  に残っています。  

１１．私たちは国際機関の ICARDA、現地の研究機関と３国共同探索により実施しまし  

  た。毎日行う探索ルートのミーティング風景です。  

１２．麦の収集風景です。農家との聞き取り調査を行い情報を収集します。ここでは  

  英語の他にフランス語、アラブ語と会話力が情報収集に必要となることが少なく  

  ありません。  

１３．収集地点ではいろいろなタイプのムギが混在しています。  

１４．これらの収集物を持ち帰り、特性評価と種子増殖を行いているところです。  

１５．いろいろな穂型をもつ変異に富んだ収集ができました。暑さや乾燥に強い性質、

  病気に強い性質、たくさん採れる性質など有用な性質を期待しています。  

　農水省「消費者の部屋」で展示紹介された「遺伝資源探索・収集」の講演会説明です．広報の
一環として取り上げられました．
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年 コムギ オオムギ エンバク ライムギ 計
1960 1,932 1,839 3,771
1970 3,540 3,631 7,171
1980 5,375 4,610 9,985
1990 7,000 6,952 1,007 30 14,989
2015 27,215

第 12 表　ジーンバンク事業におけるムギ類遺伝資源の配布可能点数の推移

12．採種と種子のジーンバンク納入

　特性評価の結果は，原則，農業生物資源ジーンバンクにオンラインで登録します．この作業と
ともに，採種増殖した種子は，保存番号ごとに整理してジーンバンクに納入します．
　この際，注意する点は，①よく乾燥した種子であること，②病害虫などの障害を受けていない
発芽能力のある種子であること，③夾雑物などが混じっていないクリーニングされたサンプルで
あること，④系統分離が不十分な混種サンプルでないこと，などです．
　配布可能種子は，依頼に応じて，種子分譲されることを前提に種子を納入する注意が必要です．
　農業生物資源ジーンバンクが 2015.10.1 現在公開中の植物遺伝資源は，95,170 点でムギ類遺伝
資源は 27,215 点です．生物研のホームページからアクセスすることができます．半世紀の間の
遺伝資源収集・保存と体制整備によって，配布可能点数は増えてきました．
　研究や品種改良の発展に貢献できることを願って，関係者の努力が続いています．
　生物研ジーンバンクの配布可能点数は，ムギ類遺伝資源の保存点数の 6 万点のうち，半数近く
です．その他は，国立研究開発法人の研究機関が非アクティブコレクションとしてジーンバンク
に保存しているもので，一般配布されていません．この中には，探索・収集した素材や研究用の
育成素材が含まれます．
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   独立行政法人農業生物資源研究所遺伝資源管理規程（素案）の修正案 

 

 （趣旨） 

第１条 独立行政法人農業生物資源研究所（以下「センターバンク」という。）において

実施するジーンバンク事業で扱う植物、微生物、動物及びＤＮＡ等の遺伝資源は、この

規程の定めるところにより取扱うものとする。   

 

  （定義）                                              

第２条 この規程において、「遺伝資源」とは、独立行政法人農業生物資源研究所物品管

理規程（平成１３年４月１日○○○第××号）第３条第１項の規定に基づき遺伝資源に

分類されたものであって、次の各号に掲げる農業上有用な遺伝形質を有するものをいう。 

 (1) 植物に係る遺伝資源（以下「植物遺伝資源」という。）にあっては、種子、塊茎、

苗木その他の植物体の全部又は一部（遺伝子の本体であるデオキシリボ核酸であって

単離したものを除く。次号及び第３号において同じ。）をいう。 

 (2) 微生物に係る遺伝資源（以下「微生物遺伝資源」という。）にあっては、菌類（か

び、きのこ、酵母）、細菌類（細菌、放線菌、リケッチア、マイコプラズマ、ファイ

トプラズマ）、原虫、ウイルス（ファージを含む）、線虫及び培養細胞をいう。 

 (3) 動物に係る遺伝資源（以下「動物遺伝資源」という。）にあっては、生体、生殖質

細胞その他の動物体の一部をいう。。 

 (4) ＤＮＡ等にあっては、遺伝子の本体であるデオキシリボ核酸又はリボ核酸をいう。 

              

 （受入れる遺伝資源） 

第３条 センターバンクが受入れる遺伝資源は、特別の事情がある場合を除き、それぞれ、

次の各号に掲げる要件を満たすものでなければならない。 

 (1) 植物遺伝資源にあっては、次のとおりとする。 

イ 育成品種・系統、実験系統、在来品種、近縁野生種又は野生種であって、植物の

種類、品種名及び来歴等が明らかにされていること。 

  ロ 保存に必要な一定量の確保がなされること。 

  ハ 形態的特性等のいわゆる一次特性が明らかにされていること。 

 (2) 微生物遺伝資源にあっては、次のとおりとする。 

  イ 微生物の種類、系統（株）名及び来歴等が明らかにされていること。 

  ロ 保存に必要な一定量の確保がなされていること。 

  ハ 形態的特性等のいわゆる一次特性が明らかにされていること。 

  ニ 特に危険度が高くないこと、あるいは培養・保存が困難でないこと。 

 (3) 動物遺伝資源にあっては、次のとおりとする。 

  イ 育成品種、在来品種、近縁野生種であって、動物の種類、品種名、系統名及び来

歴等が明らかにされていること。 

  ロ 形態的特性等のいわゆる一次特性が明らかにされていること。 

  ハ 保存に必要な一定量の確保がなされること。 

 (4) ＤＮＡ等にあっては,次のとおりとする。 

イ 名称、由来生物種、由来品種及び提供者等の来歴情報（以下「パスポート情報」

という。）が明らかであること。 

ロ 当該ＤＮＡの配布について，提供者等の同意が得られるものであること。 

  ハ 保存・増殖が困難でないこと。 

 

13．遺伝資源管理規定
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14．推進会議への概要報告

　探索・収集の概要や収集品の特性評価結果は，9 月の麦類の全国推進会議で概要を取りまとめ
て報告します．北カフカス探索・収集の概要と中央アジア探索収集品の特性評価の概要報告を事
例として示します．
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海外探索・収集上の今後の課題 
遺伝資源の探索・収集は、資源ナショナリズムの壁があり、生物多様性条約締約国 
の国情を事前に十分把握して折衝にあたり、探索国に入る必要がある。 
１） 探索・収集のプロの養成体制と派遣 
２） 場合によっては、重点地域を反復して数回探索 
３） 探索・収集期間の延長と探索費用の強化 
４） 分類・評価の基礎となる研究の強化と人材の養成 

(種生態学・植物分類学の基礎研修) 
５） 海外の麦類遺伝資源関係者とのネットワークの構築 
６） 遺伝資源導入のための情報管理システムの確立 
７） 麦類野生種の維持・採種技術と特性評価法の確立 
８） オオムギバルボッサム等栄養体の維持・保存体制 
９） 病害抵抗性や品質関連優良素材の導入と評価 
10) 分子レベルでの遺伝子給源の評価 

15．今後の課題

　生物多様性条約 (CBD) 成立以前に無条件で取得された遺伝資源は，国際法が遡って適用され
ないことから無制限な利用が可能と解釈されています．
　しかし，CDB 発効以降は，遺伝資源にアクセスするにはアクセス条件を規定する必要が生じ
ました．生物研ジーンバンク事業では，共同研究協定 (MOU) の締結に基づいてシードバンクへ
の技術支援 ( 人材育成など ) や遺伝資源の収集調査が実施されました．一方，国際協力事業団
(JICA, 現国際協力機構 ) が，無償資金協力による施設建設と植物遺伝資源の収集・保存に関わる
プロジェクトが 1980 年後半から開始され，スリランカ・チリ・パキスタン・ミャンマーで実施
されました．筆者もスリランカの事業評価 (1992) やパキスタン (1996) の探索収集に参加する機
会を得ました．また，国際農業研究センター (JIRCAS) では，途上国の植物遺伝資源の保存・利
用に関して共同研究を実施してきました．
　今後は，原産国との共同研究を通して，互恵関係を築いていく息の長い遺伝資源活動が求めら
れることになると推察されます．
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おわりに

　世界の人口は，1950 年に 25 億人，1965 年には 33 億人，2015 年の現在 73 億人超とこの半世
紀の間に倍増以上に増加しています．このうち，アジアの人口は６割を占めています．
　1950 年以降の人口増加率 1.9 % に対して，穀物生産量 ( 米，トウモロコシ，コムギ，オオムギなど )

の増加率は， 2.25 % と上回っていました．この穀物増産が人口増加の下支えをしていました．
　これは単位面積当たりの穀物生産量が，1950 年 1.1 t/ha，1965 年 1.5 t/ha，2005 年 3.3 t/ha の結
果が示すように単位面積当たりの生産量が増加したことによることを示しています．この背景に
は，“ 緑の革命 ” に例えられるように半世紀の間の品種改良と化学肥料の寄与が大きく貢献して
います．
　コムギやイネなどの半矮性品種の育成による多窒素肥料の耐肥性効果が増収をもたらしまし
た．例えば，コムギでは，日本の「農林 10 号」の矮性遺伝資源が世界の食糧増産に貢献しました．
コムギの世界の生産量は，現在７億トン超で，単収の増加により，半世紀前の倍増以上となって
います．
　世界の人口は，2050 年までには 90 億人を超えると予測されています．食料を輸入に依存して
いる日本は，世界の食料生産の動向に大きく影響を受けます．近年，単収の伸びは鈍化し，一方，
穀物の耕地面積は 2008 年現在 6.9 億 ha でこの半世紀の間にほとんど増えていません．その上，
地球規模の気象変動があり，沙漠化や洪水など生産条件はよいとは言えません．
　遺伝資源の収集・保存は息の長い仕事です．研究成果が求められ，研究予算に反映される制度
の下では，報われることが多くない分野とも言えます．しかし，地球上に与えられた遺産を人類
が利活用していくためには，欠くことができない研究分野でもあります．
　ムギ類の遺伝資源では，木原均先生や高橋隆平先生とその門下生ら，農水省ではジーンバンク
の体制整備と遺伝資源導入に尽力された多くの先達がいます．木原先生らが探索・収集したアフ
ガニスタンの遺伝資源を里帰りさせて，アフガニスタンのコムギの品種改良に役立ててもらおう
とのプロジェクトが JICA の協力の下，横浜市立大学木原生物学研究所で始まっています．生物
研ジーンバンクにもアフガニスタン在来種が AF 番号として保存されています．国内事情により
保存維持していくことは難しい状況にありますが，原産国に役立ててもらうことも日本の国際貢
献の１つと考えます．
　日本国内での遺伝資源に関わる人材育成はもとより，原産国との共同研究による人材育成や
シードバンクへの技術支援，また国際研究機関との連携が地球規模での食糧支援につながるもの
と期待しています．

2015 年 10 月
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